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特集

改めて　マイナンバー



１特集　マイナンバーを知るために

問市民課窓口サービス係☎㉒８２０４（市役所１階）

Ｑマイナンバーカードのセキュリ
ティって大丈夫なの？

Ａマイナンバーカードの利用には暗証
番号が必要です。暗証番号を３回間
違えるとロックが掛かります。
　また、ＩＣチップ部分には税や年金
等の個人情報は記録されません。紛
失、盗難の場合は24時間365日体制
で停止可能です。

Ｑマイナンバーカードは何に使えるの？

Ａマイナンバーカードは以下の場面で使用することができます。
・各種証明書のコンビニでの取得（４ページ参照）
・口座開設等、マイナンバーと本人確認が必要な場合、マイナンバーカード１枚で済みます
・東京オリンピック等でのボランティア管理に活用（検証中）
・コンサート等でのチケットの不正転売防止に活用
・マイナポータルへのログイン時
※マイナポータルとは政府が運営するオンラインサービスです。行政機関からのお知らせを確認できます。

マイナンバーの疑問・質問に答えます

教えて！マイナンバー
私はこんなとき、マイナンバーが必要でした！

Ｑマイナンバーって変わるの？

Ａマイナンバーは原則一生変わること
はありません。

Ｑマイナンバーが他人に知られたら悪
用されたりするの？

Ａマイナンバーを使用する手続きでは
必ず身分証明書の提示が必要です。
本人確認を行うことで悪用されるこ
とを防ぎます。

▲通知カード ▲マイナンバーカード

Ｑ通知カードとマイナンバーカードの
違いは何？

Ａ通知カードは紙で、マイナンバー
カードはプラスチックでできていま
す。通知カードはマイナンバーの確
認に利用できます。マイナンバー
カードは、マイナンバーの確認のほ
か、顔写真付きの身分証明書として
も利用できます。

Ｑどうやってマイナンバーカードを作
るの？

Ａ身分証明書を市役所（市民課）に
持ってくるだけで申請できます。顔
写真もその場で撮影します。申請の
手続きは10分程度で完了します。個
人のスマートフォン等で申請するこ
ともできますので、お気軽にご相談
ください。

※初回のカード作成は無料です。完成までに
　約１か月かかります。

Ｑマイナンバーカードに有効期限はあ
るの？

Ａ20歳以上の人はマイナンバーカード
が作成されてから10回目の誕生日、
20歳未満の人は作成されてから５回
目の誕生日までとなっています。

※電子証明書の有効期限は年齢に関わらず
５回目の誕生日まで。

改めて　マイナンバー　
マイナンバーとは個人に１つの12桁の番号です。
①公平・公正な社会の実現、②行政の効率化、③国民の利便性の向上、この３つを目的にマイナンバー制度が
できました。今回はマイナンバーの使用方法などを改めてお伝えします。　
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マイナンバーカード 
     出張申請を受付中！

①マルチコピー機を見つける ②「行政サービス」を選択 ③「証明書交付サービス」を選択

④「マイナンバーカード」を置く ⑤「暗証番号４桁」を入力 ⑥「証明書」を選択

⑦お金を入れる ⑧プリントスタート ⑨証明書取得

午前６時30分～午後11時
※土・日曜日、祝日も利用できます
（年末年始を除く）。

利用できる時間帯

・セブンイレブン
・ローソン
・ファミリーマート
・ミニストップ
・イオン日田店

市内で利用できる施設 証明書の種類

・住民票の写し・印鑑登録証明書
・戸籍謄本・戸籍抄本・戸籍の附
票の写し・市県民税所得証明（※）
・市県民税所得課税証明（※）
（※）税証明は最新年度分のみです。

今回は、セブンイレブン田島２丁目店にご協力いただきました。店舗によって若干仕様が異なるためご注意ください。

※メンテナンス等で利用できない場合があります。その場合は市ホームページ等でお知らせします。

　コンビニで証明書を取得するときは、マイナンバーカードがあれば以下のように簡単に取得することができます。
市役所が閉まっていても都合の良い時間に好きな場所で取得することができます。是非、ご利用ください。

　出張申請とは、勤務先や地域の団体（10人以上の団体）などで希望があれば市職員が職場や公民館に出向いてマ
イナンバーカードの申請を受け付けるものです。カード交付も申請者の了承を得た上で再度出張し、マイナンバー
カードを渡します。希望する場合は下記連絡先に電話でご連絡をお願いします。
※できるだけ団体の要望に沿えるように調整を行います。

手続きは１人当たり10～15分程度、顔写真はその場で撮影！

これまでに出張申請を行った数は70団体  914人

【出張申請をした感想】
・平日は仕事で申請できないので、市役所に行く手
間が省けて良かった。
・市の職員が全て説明し、手続きをしてくれたので
良かった。
・写真はその場で撮ってくれて便利だった。
・カードの交付も全て設定してもらった後、職場に
持って来てくれたので大変助かった。
・取得後、身分証明書として活用ができたので良
かった。

日田検診センター

日田郵
便局

顔写真はその場で撮影しますので必要ありません。
皆さまの申請お待ちしています！

問申請のお問合せやマイナンバーに関すること
　マイナンバーお問合せダイヤル☎㉒８３０３（市役所１階）

▲市役所での申請

市役所や振興局でも
マイナンバーカードの申請ができます！

出張申請を行った２団体からの感想を紹介します

▲この機械が目印！

【出張申請をした感想】
・個人だと申請しづらいが、職場の仲間と同じタイ
ミングでまとめて申請できたので良かった。
・職場まで出張してくれることが非常に助かった。
・職場まで来てくれたので、休みを取らず仕事中に
申請することができ良かった。
・思っていたよりスムーズで簡単に手続きができた
から良かった。

・取得後、実際に住民票が必要になり市役所開庁時
間外にコンビニで取得できたので便利だった。

簡単に
できるよ！

さらに令和３年３月からは、

マイナンバーカードの　　　　　　「健康保険証」としての利用が始まります！

※詳細は分かり次第お知らせします。

の コンビニ で住民票等の
  証明書が取得できます

11
29(金)まで
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、
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す
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２特集　災害から２年

あの場所は 今　
▲市営夜明住宅完成

▲大規模な土砂崩れで被害を受けた小野地区の県道宝珠山日田線。令和元年６月28日午前８時に全面開通した。
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害
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え
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た
め
、
市
で
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よ
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な
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行
い
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減
災
に
向
け
て
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り
組
ん

で
い
ま
す
。

１年後 災害時

現在

花月川橋梁

１年後 災害時

現在

殿町

１年後 災害時

現在

鶴河内町

１年後 災害時

現在

鈴連町

１.国や県機関、自衛
隊、警察、消防等と
合同で行いました。
２.ＮＰＯ法人が企
画・運営。防災につ
いて学んでいます。
３.市と各関係機関、
市民が合同で訓練し
ました。
４.各振興局単位で行
われた防災訓練。当
日は多くの市民が訓
練に参加しました。
（写真は旧台小学校
体育館）

１年後

現在

ことといの里（小野川自然プール）
災害時

１.防災パトロール

３.合同防災訓練４.防災訓練

２.災害ボランティア講座

　写真で見る　あの頃と現在

　豪雨前の状態まで復旧が進んだ場所、近い状態まで復

旧した場所、復旧までに時間を要する場所、状況は様々

ですが復旧は着実に進んでいます。

・花月川橋梁：驚異のスピードで復旧。平成30年７月14日
にはＪＲ久大本線が開通した。
・鈴連町：土砂崩れによってできた土砂ダムに水没した地
区。現在は護岸工事をしている。
・殿町：災害後、路肩が崩壊していたが、急ピッチで工事
が進んでいる。
・ことといの里（小野川自然プール）：平成30年のオープ
ンに間に合うように復旧工事を完了。今年も７月にオー
プンした。
・鶴河内町：山腹の崩壊によって山肌があらわになってい
たが、現在は復旧工事が進められている。

※現在の写真は６月25日時点です。
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◆実際に利用したお母さんの声◆
【利用前】
・気軽に話せる相手がおらず、家の中に籠もりがち
・一緒に出かけたり、ゆっくり話を聞いてくれる人
がいない
【利用後】
・ビジターさんと支援センターに行って楽しかった
・会う回数を重ねるごとにビジターさんが来てくれ
る日を待ち遠しく感じた

問ホームスタート・ヒタ☎０８０-６４４９-２７７０　チャイルドプラザ☎㉕５３００　
　こども未来課子育て支援係☎㉒８３１７（市役所１階）

ホームビジターを募集します

ホームスタートを利用してみませんか？

子育て中のママ・これからママになる人へ　

▼募集数　15人程度

▼ところ　市役所７階　中会議室

▼時間　　午前10時～午後４時

▼参加費　無料

▼募集期限　８月30日㈮
※下記に電話でお申し込みください。

①保育園、認定こども園等　　
【対象者】
・３歳～小学校就学前までの全ての子供
・住民税非課税世帯の０～２歳児
【無償化となる費用】
・利用料（通園送迎費等の実費負担部分は除く）
※給食費は保護者負担となりますが、年収360万円未満相当世
帯の子供及び第３子目以降の子供については、副食費が無償
となる場合があります。

②一時預かり事業（一般型）、ファミリーサポートセ
ンター事業、病児・病後児保育、認可外保育施設
【対象者】
・保育の必要性がある３歳～小学校就学前の子供
・保育の必要性がある住民税非課税世帯の０～２歳児
※認定こども園、保育園等の利用者は無償になりません。
※認可外保育施設は利用する施設によって、無償化の対象とな
らない場合があります。

【①申請方法】
・一時預かり事業（幼稚園型）の無償化の対象となる
ためには「保育の必要性の認定」の申請が必要で
す。利用している施設から申請してください。
・通常の利用料（保育料）のみの人は申請不要です。

【②申請方法】
・こども未来課の窓口で申請

無償化対象児童及び対象利用料

　子育てに不安や悩みを抱えている就学前のお子さん
がいる家庭に、確かな研修を受けたボランティア（ホ
ームビジター）が訪問し、傾聴（話を聴く）と協働
（共に何かをする）を行い、孤立しがちな子育てを応
援する活動です。

10月から幼児教育・保育が無償化に！

※これから出産を迎える世帯から６歳以下の子供がいる世帯
までが対象です。

※ベビーシッターや家事代行は行っていません。

問税務課資産税係☎㉒８２０６（市役所１階）

　太陽光発電設備を設置した個人又は法人は、償却資産（土地・家屋以外の事業のために使用する資産）の課
税対象になることがあります。設置された太陽光発電設備の状況を確認の上、対象となる場合は申告をお願い
します。

▼課税標準の特例措置について　
　太陽光発電設備に係る課税標準の特例が適用される場合があり、取得時期によって適用対象が異なります。
　【取得時期が2012年５月29日～2016年３月31日のもの】
　・対象設備　「経済産業省による固定価格買取制度の認定」を受けた再生可能エネルギー発電設備
　　　　　　　（10kw未満は除く）
　【取得時期が2016年４月１日～2020年３月31日のもの】
　・対象設備　「固定価格買取制度の対象外設備」であって、
　　　　　　　「再生可能エネルギー事業者支援事業費補助金」を受けた設備
※詳細は市ホームページ、又は右記二次元コードをご確認ください。
　

▼申告義務について　
　納税義務がある償却資産の所有者には、地方税法で申告義務が課されます。なお、虚偽の申告を行った場合は
地方税法第385条による罰則（１年以下の懲役又は50万円以下の罰金）、不申告の場合は日田市税条例第75
条による罰則（10万円以下の過料）の対象となりますのでご注意ください。

▼過年度への遡及等について
　調査に伴う申告内容の修正や資産の申告漏れ等による賦課決定に際しては、その年度だけでなく過去に遡って
課税されます。

▼資料調査及び現地調査について
　市税務課では、適正かつ公平な課税を行うための調査を実施しており、現在関係機関との情報連携を行い、太
陽光発電設備の調査を強化しています。調査にあたっては、資料提供や現地確認を依頼することもありますの
で、ご理解ご協力をお願いします。

▼固定資産税の納税通知書等を確認してください
　固定資産税の納税通知書等を５月中旬に送付しています。この中には、皆さんが所有する資産の明細書を同封
しています。資産の明細書は必ず確認し、不明な点は下記にお問い合わせください。
　

設置者

個人（住宅用） 課税対象 課税対象外

課税対象

課税対象

個人（事業用）

法　人

10kw以上 10kw未満

▼太陽光発電設備の申告対象について

事業用や売電目的の太陽光発電設備は
　　　　　　　　　　償却資産の申告が必要です
事業用や売電目的の太陽光発電設備は
　　　　　　　　　　償却資産の申告が必要です

ホームビジターになるには、全８回の講座の受講が必要です。原則、全ての講座を受講できる人で、受講後にボラン
ティアとして訪問活動に携わっていただける人を募集します。

利用
無料

秘密
厳守

問こども未来課子育て支援係☎㉒８３１７（市役所１階）

利用料 利用料

保育の必要性がある
住民税非課税世帯の
満３歳児（※）

満３歳児（※）

保育の必要性がある
３歳～小学校就学前の子供

無償
（上限11,300円）

無償
（上限37,000円）

無償
（上限16,300円）

保育の必要性がない
３歳～小学校就学前の子供

保育の必要性がある
住民税非課税世帯の
０～２歳児

一時預かり事業
（幼稚園型）

無償
（上限42,000円）

無償

① ②

詳細は市ホームページ、又は右記二次元
コードをご確認ください

※太陽光発電設備を設置した場合、土地の課税地目が変更されることがあります。
※所有する太陽光発電設備が課税対象か不明な場合は、下記にお問い合わせください。

ご注意ください！
個人（住宅用）の太陽光発電設備であって
も、10kw以上の場合は事業用資産となる
ため、課税対象となります。

（※）３歳になった日の翌月から最初の３月31日までの子供。

有償

【必ず届出が必要なもの】

　①家屋を新築、増築したとき　②建物を取り壊したとき　③建物（未登記）を譲渡したとき
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●第73回日田市文教祭作品を募集します
　日田市文教祭文化団体行事「第15回日田市美術展」、「文芸の集い俳句大会」の作品を募集します。
※詳細は市ホームページをご覧ください。

【第15回日田市美術展】
▼作品

　美術（日本画、洋画、彫刻、工芸）、写真、書
▼資格

　市在住者及び在勤者、在学生（高校生以上）

▼手数料　１人2,000円（高校生無料）

▼申込期限
・美術の部、写真の部　９月21日㈯
・書の部　８月23日㈮

問社会教育課文化振興係☎㉒６８６８（アオーゼ内）

【文芸の集い俳句大会　事前投句】

▼作品
　２句１組（未発表のもの）で何組でも応募できます

▼資格　どなたでもできます

▼投句料　２句１組 500円

▼申込期限　９月30日㈪（当日消印有効）

■申込方法　アオーゼ、各地区公民館、各振興局・振興
センターに備付けの各種申込用紙（募集要項）を提出

※提出先は募集要項をご確認ください。

市政情報ピックアップ

▼指定管理期間
　５年（令和２年４月１日㈬～令和７年３月31日㈪）

▼公募説明会
　８月９日㈮　午後２時～
　日田市勤労者総合福祉センター　
※公募説明会申込みは８月７日㈬午後５時まで。

②日田市勤労者総合福祉センター（サンヒルズひた）

●指定管理者を募集します

問商工労政課雇用・労働環境係☎㉒８２３９（市役所３階）

▼応募書類受付期間（持参のみ）
　８月26日㈪～９月２日㈪　午後５時まで

▼指定管理期間
　５年（令和２年４月１日㈬～令和７年３月31日㈪）

▼公募説明会
　８月19日㈪　午前11時～
　市役所別館３階　大会議室
・Ａ群：総合体育館及び陸上競技場など　15施設　

③日田市スポーツ施設

問スポーツ振興課スポーツ振興係☎㉒８４４２（市役所別館２階）

・Ｂ群：Ｂ＆Ｇ天瀬海洋センターとその周辺スポーツ
施設及びＢ＆Ｇ大山海洋センター　８施設

※公募説明会申込みは８月16日㈮午後５時まで。

▼応募書類受付期間（持参のみ）
　８月26日㈪～９月６日㈮　午後５時まで

▼指定管理期間
　５年（令和２年４月１日㈬～令和７年３月31日㈪）

▼公募説明会
　８月８日㈭　午前10時～
　市役所７階　701会議室
※公募説明会申込みは８月７日㈬午後５時まで。

①日田市営駐車場（三本松、隈、駅前、駅北、駅北第２）

問市民課生活安全係☎㉒８２０４（市役所１階）

▼応募書類受付期限（持参のみ）
　９月２日㈪　午後５時まで

　昨年から「42195ひたチャレンジウォーク」が新し
くなり、新コースが設定されました。ゆったりと日田
市を歩きながら、健康づくりと交流をしてみません
か。たくさんの参加をお待ちしています。

▼とき　11月３日㈷　午前８時受付
　（９時開会式、９時30分からスタート）

▼ところ　陸上競技場

▼距離　Ａコース：約18km、Ｂコース：約13km、
　　　　Ｃコース：約５km

▼参加料
・事前申込　大人：1,500円、小・中・高生：500円、
　小学生未満：無料
・当日申込　大人：1,800円、小・中・高生：600円、
　小学生未満：無料
※記念品等配布物が不足する場合があるので事前申込にご協力
ください。

●第25回水郷ひたチャレンジウォーク出場者を募集

問スポーツ振興課スポーツ振興係☎㉒８４４２（市役所別館２階）

▼参加資格
　交通ルールやウォーキングマナー等を守れる人
※ただし、小学３年生以下は保護者同伴、介助を必要とする
人は介助者の同伴が必須です。

▼事前申込方法
　申込書又は専用エントリーサイトから申込み
※申込書は、スポーツ振興課、３日以内窓口、各振興局・振
興センター、陸上競技場、総合体育館に備付けています。
※ＪＴＢスポーツステーションエントリーサイト又は下記二
次元コードからお申し込みください。

▼事前申込期限　10月７日㈪

●令和元年度日田市古文書入門講座
　下記の指定管理者を募集します。応募する人は、公募説明会への参加が必要です。詳細は市ホームページ又は各二
次元コードからご確認ください。
※指定管理者制度は、「公の施設」の管理運営を法人やその他の団体が代行する制度で、個人での応募はできません。

　古文書読み解きの未経験者及
び初心者向けの入門講座です。
本講座では初歩から分かりやす
く解説します。古文書を通して
日田市や大分県の歴史と文化に
触れてみませんか。
※時間はいずれも午後２時30分～４
時（11月20日は除く）。
※とき・内容は都合によって変更に
なる場合がありますので、ご了承
ください。

問文化財保護課文化財管理係☎㉔７１７１（市役所別館２階）

▼ところ　市役所７階　大会議室
※９月４日㈬のみ市役所７階中会議室で行います。

▼募集数　60人程度（15歳以上対象、先着順）

▼受講料　無料
※辞書等の購入、展示見学時の保険料は自己負担です。

▼申込方法　電話、ＦＡＸ、はがき、
　メールのいずれかで右記に申込み
※電子申請有り。

とき 内容 講師

長三洲の書簡をよむ10月15日㈫

御仕置五人組帳をよむ10月 ２日㈬

古文書に親しむ～入門編～９月 ４日㈬ 久保修平 氏

河原晃永 氏

藤田淳一郎 氏

手嶋義文 氏

櫻井成昭 氏

松原勝也 氏
（展示解説）

地方文書・かな文字（万葉集写本より）９月13日㈮

大友氏の書状～中世の古文書～

大分県立先哲史料館　展示見学
冬季企画展「おおいたの中世－豊後国と大友氏－」

10月30日㈬

11月20日㈬

▼申込先
　〒８７７-８６０１　日田市田島２丁目６番１号
　日田市教育庁文化財保護課文化財管理係
　☎㉔７１７１　　㉔７０２４
　　bunka＠city.hita.oita.jp

▼申込期限　８月16日㈮　午後５時必着

【フォトコンテストを実施】

大会当日のボランティアを募集しています。
希望する人は、右記にお問い合わせください。

ひた市民健活ポイント対象事業です。
大会に参加すると200ポイントが付きます！

今年もフォトコンテス
トを実施します！是非
参加してみませんか？

▲昨年度応募作品
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問まちづくり推進課市民協働・男女共同参画推進係（市役所６階）
　☎㉒７５１５　　machidukuri＠city.hita.oita.jp

市政情報ピックアップ

　消費税の引上げが家計に与える影響を緩和するとと
もに、地域の消費を下支えするためにプレミアム付商
品券を販売します。

▼購入対象者
①今年度の住民税を課税していない人（申請必要）
※住民税を課税している人の扶養者（生計を一にする配偶
者、扶養親族等）、生活保護受給者は対象外です。
・購入限度額　最大：20,000円（商品券25,000円分）
②平成28年４月２日～令和元年９月30日までに生ま
れた子供がいる世帯（申請不要）
・購入限度額　対象の子供１人に付き最大：20,000
円（商品券25,000円分）

※①②両方の該当者は、各限度額まで購入できます。
▼申請から商品券購入までの流れ

１、８月中旬頃①の人を対象に購入引換券交付申請書
を送付し、申請受付を開始
２、申請書の審査を行い、９月中旬頃から審査を通過
した①の人及び②の人に対して購入引換券を送付 
３、10月１日㈫からプレミアム付商品券の販売開始及
び店舗での使用開始

※申請受付終了時期、商品券の販売終了時期等は別途お知ら
せします。

●プレミアム付商品券を販売

問申請関係：社会福祉課福祉総務係
　☎㉒８２８１・☎㉒８２０３（市役所１階）
　販売・使用関係：商工労政課商業・消費生活係
　☎㉒８２３９（市役所３階）

　商品券が使用できる参加店を募集します。

▼募集要件　市内で事業を行っている人

▼募集期限　９月20日㈮
※期限を過ぎても応募できますが、商品券購入時に配布され
る参加店一覧表には記載されません。

▼申込方法　参加店取扱確認書を申込先に提出

▼申込先　日田商工会議所☎㉒3184
　　　　　日田地区商工会☎572976
※詳細は右記二次元コード、又は申込先に
　お問い合わせください。

プレミアム付商品券参加店募集

●ふるさと納税「水郷ひた応援基金」のＰＲをお願いします！
　市外にお住まいで「日田市を応援したい！」人か
ら、ふるさと納税による寄附を受け付けています。こ
の寄附金は、日田市をより良くするための市政全般に
活用されるだけでなく、“自治会還流制度”を使って、
各自治会の活動を支援することができます。

問地方創生推進課創生企画係☎㉒８２２７（市役所６階）

▼平成30年度寄附の内訳

4,185件
1,425件
703件

　 1,847件
 8,160件

 83,451,000円
 28,271,400円
 14,728,250円
42,288,023円
168,738,673円

地域の活性化に関する事業
森林の保全及び育成に関する事業
高齢化対策に関する事業
その他市長が必要と認める事業

事業区分

合計

件数 金額

【例】日田市に 10万円の寄附をする場合

指
定
自
治
会

市は 10 万円のう
ち５万円を指定さ
れた自治会に交付

10万円寄附

日田市の特産品を
返礼品として送付

日
田
市

日田市を
応援するぞ！

※この他、寄附者や寄附金の使い道
の情報をホームページで公開して
います。
　右記二次元コードから確認できま
すので、是非ご覧ください。

　一人ひとりのアイディアを組み合わせると、新たな
発見や取り組みに繋がります。ワールド・カフェとい
う手法を使い、「好き」から始まる参加者同士の対話
の場にみなさんも参加してみませんか。
※ワールド・カフェとは…リラックスできる雰囲気の中で新
しいアイディアを生み出す話し合いの手法です。

●夢と仲間を大切にする生き方。～情熱的ライフでもっと輝く私へ～

入場
無料

参加
無料

中学生以上
対象

託児
有り ※託児は８月20日㈫までに申込み。

▼とき
　９月５日㈭　午後６時30分～
　（午後６時開場）　

▼ところ
　パトリア日田　小ホールせせらぎ

▼講師　　　
　夢と希望を与える講演家、㈱てっぺん代表取締役
　大嶋啓介 氏

▼申込方法
　電話又はメールで下記に申込み

▼申込期限　９月４日㈬

市民公開講演会

●あなたの「やってみたい」は何ですか？～好きから始める地域づくり～
市民参加型ワールド・カフェ

大嶋啓介 氏　プロフィール　

　1974年三重県桑名市生まれ。「可能性に気づ
けば人生が変わる」をモットーに、人の可能性
の伸ばし方を追求するなか、ひすいこたろう氏
と出会い、「居酒屋から日本を元気にしたい」
という思いで、居酒屋「てっぺん」とＮＰＯ法
人居酒屋甲子園を設立。
　てっぺんの「本気の朝礼」は日本中で話題に
なり、オリンピック日本代表のソフトボールチ
ームに朝礼研修を行い、北京オリンピックの金
メダルに貢献。現在では企業講演だけでなく、
学校講演も中心に全国で活動している。

▼とき　８月22日㈭　午後６時～　　 ▼ところ　　アオーゼ２階　会議室２・３

ふるさと納税ガイドブック

▲市外に住む親族・友人・知
人等に制度の周知、ご協力
をお願いします！

※必要な人は下記までお問い合
わせください。

▼自治会還流制度
　寄附する人が、特定の自治会を
指定した場合、寄附額の２分の１
を「水郷ひた応援交付金」として
自治会に交付する制度です。
※平成30年度は約1,268万円の寄附
がありました。

▼講師
　ＬＯＣＡＬ＆ＤＥＳＩＧＮ（株）代表取締役、
　津屋崎ブランチＬＬＰ代表　山口 覚 氏

▼申込方法　電話又はメールで下記に申込み

▼申込期限　８月19日㈪

※この事業は、市民サービス協働事業の一つとして市とＳＭＩＬＥ❤スマイルが協働で実施しています。

※この事業は、市民サービス協働事業の一つとして市と
キラ☆キアラヒタが協働で実施しています。

▼注意事項
・特殊詐欺や個人情報の詐取にご注意ください。     
・手数料等の振込やＡＴＭ（銀行・コンビニなどの現
金自動支払機）の操作は絶対にありません。
・申請書等が確実に届くように転居・転入・転出手続
き、郵便局への転居届手続きをお願いします。
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お
知
ら
せ

健
康
・
福
祉

原
爆
死
没
者
・
戦
没
者
の

慰
霊
と
平
和
祈
念
の
黙
と
う
を

広
島
、
長
崎
に
原
爆
が
投
下
さ
れ
て
、
今

年
で
74
年
を
迎
え
ま
す
。
市
で
は
、
原
爆

死
没
者
、
戦
没
者
の
霊
を
慰
め
、
世
界
恒

久
平
和
の
実
現
を
祈
念
す
る
た
め
「
広

島
・
長
崎
に
原
爆
が
投
下
さ
れ
た
日
時
」

と
「
戦
没
者
を
追
悼
し
平
和
を
祈
念
す
る

日
」
に
サ
イ
レ
ン
を
１
分
間
鳴
ら
し
ま

す
。
職
場
や
家
庭
等
で
敬
け
ん
な
黙
と
う

を
お
願
い
し
ま
す
。

※
サ
イ
レ
ン
の
前
に
「
事
前
案
内
放
送
」
を
行

い
ま
す
。

■
と
き

　
８
月
６
日
㈫
　
午
前
８
時
15
分
（
広
島
）

　
８
月
９
日
㈮
　
午
前
11
時
２
分
（
長
崎
）

　
８
月
15
日
㈭
　
正
午
（
終
戦
の
日
）

「
非
核
・
平
和
図
書
」
の
活
用
を

淡
窓
図
書
館
で
は
、
非
核
や
平
和
に
関
す

る
図
書
を
貸
し
出
し
て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ

ご
活
用
く
だ
さ
い
。

問
総
務
課
行
政
係
　

　
☎
㉒
８
２
０
１
（
市
役
所
４
階
）

　
淡
窓
図
書
館
☎
㉒
２
４
９
７

清
掃
セ
ン
タ
ー
お
盆
前
の
開
設
日

清
掃
セ
ン
タ
ー
で
は
、
毎
月
第
３
日
曜
日

を
開
設
日
と
し
て
い
ま
す
が
、
８
月
は
お

盆
前
の
８
月
11
日
を
「
開
設
日
」
と
し
ま

す
（
有
料
）
。
な
お
、
大
山
町
の
最
終
処

分
場
は
開
設
し
ま
せ
ん
の
で
「
埋
め
立
て

ご
み
」
が
あ
る
場
合
は
清
掃
セ
ン
タ
ー
に

持
ち
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
開
設
日
　
８
月
11
日
㈰

　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
４
時

※
正
午
〜
午
後
１
時
ま
で
は
昼
休
み
で
す
。

※
８
月
の
第
３
日
曜
日
は
開
設
し
ま
せ
ん
。

■
対
象
　
家
庭
ご
み
及
び
事
業
系
ご
み
　

（
許
可
業
者
搬
入
可
）
　
　
　
　

※
分
別
方
法
は
ご
み
分
別
辞
典
又
は
ご
み
収
集

日
程
表
の
裏
（
分
け
方
・
出
し
方
）
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

問
清
掃
セ
ン
タ
ー
☎
㉓
０
１
１
１

令
和
２
年
日
田
市
成
人
式

■
と
き
　
令
和
２
年
１
月
12
日
㈰

　
式
典
　
午
前
11
時
〜

　
（
受
付
　
午
前
10
時
〜
）

■
と
こ
ろ
　
パ
ト
リ
ア
日
田
　
大
ホ
ー
ル

■
対
象
　
平
成
11
年
４
月
２
日
〜
平
成
12

年
４
月
１
日
に
生
ま
れ
た
人

※
日
田
市
の
住
民
基
本
台
帳
に
登
録
さ
れ
て
い

る
人
に
は
12
月
上
旬
に
案
内
を
送
付
し
ま

す
。
日
田
市
の
住
民
基
本
台
帳
に
登
録
さ
れ

て
い
な
い
人
で
参
加
を
希
望
す
る
人
は
、
下

記
に
申
込
み
が
必
要
で
す
。

※
電
子
申
請
有
り
。

成
人
式
式
典
で
行
う
司
会
者
や
ス
テ
ー
ジ

発
表
者
な
ど
を
募
集
し
ま
す

■
募
集
内
容

・
司
会
者
　
２
人

・
二
十
歳
の
決
意
発
表
　
２
人
（
新
成
人

と
し
て
の
決
意
を
発
表
）

・
ピ
ア
ノ
演
奏
　
１
人
（
ス
タ
イ
ン
ウ
ェ

イ
ピ
ア
ノ
で
の
国
歌
・
市
歌
の
伴
奏
及

び
演
奏
）

・
ス
テ
ー
ジ
発
表
　
１
組

※
国
や
県
内
で
活
躍
し
て
い
る
個
人
又
は
グ
ル
ー

プ
で
、
式
典
に
適
し
た
発
表
を
し
て
い
た
だ

け
る
人
を
募
集
し
ま
す
。

※
電
子
申
請
有
り
。

■
申
込
期
限
　
９
月
13
日
㈮

問
〒
８
７
７
‐
０
０
０
３

　
上
城
内
町
２
‐
６

　
社
会
教
育
課
生
涯
学
習
推
進
係

　
☎
㉒
６
８
６
８
（
ア
オ
ー
ゼ
内
）
　

　
　
㉒
６
８
６
９

全
国
家
計
構
造
調
査
に
ご
協
力
を

９
月
か
ら
11
月
ま
で
の
３
か
月
間
で
「
全

国
家
計
構
造
調
査
」
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

こ
の
調
査
は
、
家
計
に
お
け
る
消
費
、
所

得
、
資
産
等
の
実
態
を
総
合
的
に
把
握

し
、
全
国
や
地
域
別
に
明
ら
か
に
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
、
選
定
さ
れ
た
世
帯
を

対
象
に
行
わ
れ
ま
す
。

調
査
の
対
象
と
な
る
世
帯
に
は
、
８
月
か

ら
９
月
に
か
け
て
身
分
証
を
携
行
し
た
調

査
員
が
伺
い
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
調
査
票
に
記
入
さ
れ
た
内
容
は
統
計
作
成
の

目
的
以
外
に
使
用
し
ま
せ
ん
。

問
情
報
統
計
課
情
報
・
統
計
係

　
☎
㉒
８
２
６
０
（
市
役
所
６
階
）

出
張
え
ん
む
す
部

県
が
提
供
す
る
１
対
１
の
お
見
合
い
で
、

会
員
登
録
が
で
き
ま
す
。

■
と
き
　
８
月
18
日
㈰
・
９
月
８
日
㈰
　

午
前
11
時
〜
午
後
５
時

■
と
こ
ろ
　
ア
オ
ー
ゼ
２
階

　
第
３
会
議
室

■
業
務
内
容

・
お
見
合
い
会
員
登
録

・
お
相
手
検
索

※
事
前
申
込
み
が
必
要
で
す
。

※
申
込
等
詳
細
は
Ｏ
Ｉ
Ｔ
Ａ
え
ん
む
す
部
出
会
い

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
又
は
上

記
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
Ｏ
Ｉ
Ｔ
Ａ
え
ん
む
す
部
出
会
い
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
　 oita-enm

usubu.com

　
☎
０
９
７
‐
５
７
８
‐
７
７
７
７
　

　
ひ
た
暮
ら
し
推
進
室
移
住
促
進
係

　
☎
㉒
８
３
８
３
（
市
役
所
６
階
）

【
予
約
制
】
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

時
間
外
に
受
け
取
り
で
き
ま
す

■
と
き
　
８
月
16
日
㈮

　
午
後
５
時
〜
７
時
30
分

■
と
こ
ろ
　
市
役
所
１
階
　
市
民
課

※
北
側
玄
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
申
込
期
限
　
８
月
15
日
㈭
　
正
午

※
原
則
予
約
制
で
す
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
以
外
の

各
種
証
明
書
等
の
交
付
は
行
い
ま
せ
ん
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
お
問
い
合
わ
せ
ダ
イ
ヤ
ル

　
☎
㉒
８
３
０
３
（
市
役
所
１
階
）

「
パ
ス
ポ
ー
ト
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

申
請
書
」
の
活
用
を

パ
ス
ポ
ー
ト
の
申
請
書
を
市
役
所
に
取
り

に
行
か
な
く
て
も
、
自
宅
の
パ
ソ
コ
ン
を

利
用
し
て
申
請
書
の
作
成
が
行
え
ま
す
。

（
電
子
申
請
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）

必
要
事
項
を
入
力
・
印
刷
し
、
所
持
人
自

書
等
を
手
書
き
し
て
必
要
書
類
と
一
緒
に

市
民
課
窓
口
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
申
請
書
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
検
索
「
パ
ス
ポ
ー
ト
申
請
書
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
」
（
外
務
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
）
で
入
手
で

き
ま
す
。

問
市
民
課
窓
口
サ
ー
ビ
ス
係

　
☎
㉒
８
２
０
４
（
市
役
所
１
階
）

行
政
資
料
コ
ー
ナ
ー
の
活
用
を

市
役
所
１
階
に
行
政
資
料
コ
ー
ナ
ー
を
設

置
し
て
い
ま
す
。
市
の
総
合
計
画
を
は
じ

め
、
各
種
計
画
書
や
予
算
書
、
市
政
に
関

す
る
刊
行
物
や
市
議
会
会
議
録
な
ど
、
ど

な
た
で
も
自
由
に
閲
覧
・
コ
ピ
ー
が
で
き

ま
す
。
お
気
軽
に
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

※
コ
ピ
ー
は
有
料
で
す
。

問
総
務
課
行
政
係
（
３
日
以
内
窓
口
）

　
☎
㉒
８
２
３
３
（
市
役
所
１
階
）

　児
童
扶
養
手
当
・
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費

助
成
・
特
別
児
童
扶
養
手
当
受
給
資
格
の

現
況
届
は
８
月
中
に
提
出
を

現
在
、
児
童
扶
養
手
当
・
ひ
と
り
親
家
庭
等

医
療
費
助
成
・
特
別
児
童
扶
養
手
当
を
受
給

し
て
い
る
人
に
は
「
現
況
届
の
お
知
ら
せ
」

を
送
付
し
ま
す
の
で
、
指
定
さ
れ
た
日
時
・

場
所
で
届
出
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

※
届
出
を
行
わ
な
い
場
合
、
引
き
続
き
受
給
資

格
が
あ
っ
て
も
、
11
月
以
降
の
受
給
が
で
き

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

①
児
童
扶
養
手
当

父
又
は
母
と
生
計
を
一
緒
に
し
て
い
な
い

児
童
（
18
歳
に
達
し
た
日
以
降
の
最
初
の

３
月
31
日
を
迎
え
る
ま
で
）
を
養
育
し
て

い
る
家
庭
（
以
下
「
ひ
と
り
親
家
庭
」
）

に
支
給
さ
れ
る
手
当
。

次
の
条
件
に
当
て
は
ま
る
児
童
を
扶
養
・

養
育
す
る
父
、
母
又
は
そ
の
養
父
母
等
に

支
給
さ
れ
ま
す
。

・
父
母
が
離
婚
し
た
児
童

・
父
又
は
母
が
死
亡
し
た
児
童

・
父
又
は
母
が
重
度
の
障
が
い
の
状
態
に

あ
る
児
童

・
父
又
は
母
に
一
年
以
上
遺
棄
さ
れ
て
い

る
児
童

・
婚
姻
に
よ
ら
な
い
で
生
ま
れ
た
児
童
　

・
父
又
は
母
が
裁
判
所
か
ら
の
Ｄ
Ｖ
保
護

命
令
を
受
け
た
児
童

②
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費
助
成

ひ
と
り
親
家
庭
の
親
と
児
童
及
び
父
母
の
い

な
い
児
童
の
医
療
費
を
助
成
す
る
制
度
。

※
児
童
扶
養
手
当
と
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費

の
両
方
を
受
給
し
て
い
る
人
は
、
一
緒
に
届

出
を
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
児
童
扶
養
手

当
と
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費
助
成
は
、
所

得
制
限
が
あ
り
ま
す
。

③
特
別
児
童
扶
養
手
当

心
身
に
障
が
い
が
あ
り
、
日
常
生
活
で
常

に
介
護
を
必
要
と
す
る
満
20
歳
未
満
の
児

童
を
養
育
す
る
人
に
支
給
さ
れ
る
手
当
。

※
対
象
児
童
が
施
設
に
入
所
し
て
い
る
場
合
や

障
が
い
を
理
由
に
年
金
を
受
給
で
き
る
場
合

は
、
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
手
当
額

は
障
が
い
の
程
度
や
所
得
で
決
定
し
ま
す
。

問
①
・
②
こ
ど
も
未
来
課
家
庭
支
援
係

　
☎
㉒
８
２
９
２
（
市
役
所
１
階
）

　
③
社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
係

　
☎
㉒
８
２
９
０
（
市
役
所
１
階
）

８
月
は
児
童
扶
養
手
当
の
支
給
月

４
月
か
ら
７
月
ま
で
の
児
童
扶
養
手
当
を

８
月
９
日
㈮
に
振
り
込
み
ま
す
の
で
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

※
振
り
込
み
の
時
間
は
金
融
機
関
に
よ
っ
て
異

な
り
ま
す
。

問
こ
ど
も
未
来
課
家
庭
支
援
係

　
☎
㉒
８
２
９
２
（
市
役
所
１
階
）

８
月
は
特
別
障
害
者
手
当
・

障
害
児
福
祉
手
当
の
支
給
月

５
月
か
ら
７
月
ま
で
の
特
別
障
害
者
手

当
・
障
害
児
福
祉
手
当
を
８
月
９
日
㈮
に

振
り
込
み
ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※
次
の
よ
う
な
場
合
は
手
当
が
支
給
で
き
な
く

な
り
ま
す
の
で
、
左
記
に
必
ず
届
け
出
て
く

だ
さ
い
。

・
受
給
者
が
死
亡
又
は
市
外
に
転
出
し
た
。

・
病
院
等
（
診
療
所
及
び
介
護
老
人
保
健
施
設
を

含
む
）
に
３
か
月
以
上
継
続
し
て
入
院
し
た
。

・
福
祉
施
設
（
介
護
老
人
福
祉
施
設
や
障
が
い

者
支
援
施
設
な
ど
）
に
入
所
し
た
。

問
社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
係

　
☎
㉒
８
２
９
０
（
市
役
所
１
階
）

〜
日
田
市
地
域
療
育
セ
ミ
ナ
ー
〜

発
達
障
が
い
講
演
会

■
と
き

　
８
月
17
日
㈯
　
午
後
１
時
〜
３
時

■
と
こ
ろ
　
市
役
所
７
階
　
大
会
議
室

■
講
師

　
大
分
こ
ど
も
医
療
セ
ン
タ
ー
医
師

　
三
ケ
田
智
弘 

氏

■
演
題
　
ネ
ッ
ト
依
存
に
つ
い
て

　
〜
い
ま
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
〜

■
参
加
費
　
無
料

問
社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
係

　
☎
㉒
８
２
９
０
（
市
役
所
１
階
）

た
ま
ご
学
級
参
加
者
募
集

妊
娠
中
の
不
安
を
解
消
す
る
た
め
の
出
産

準
備
・
育
児
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

①
と
き
　
８
月
23
日
㈮

　
内
容
　
妊
娠
中
の
歯
科
と
栄
養
に
つ
い
て

②
と
き
　
８
月
30
日
㈮
　

　
内
容
　
赤
ち
ゃ
ん
の
お
風
呂
の
入
れ

方
、
お
父
さ
ん
の
妊
婦
体
験

③
と
き
　
９
月
６
日
㈮

　
内
容
　
助
産
師
か
ら
の
お
話
、
産
後
の

サ
ポ
ー
ト

※
時
間
は
、
①
・
③
は
午
後
７
時
〜
８
時
30

分
。
②
は
午
後
７
時
〜
９
時
。

　
（
受
付
は
午
後
６
時
30
分
か
ら
）

■
と
こ
ろ
　
ウ
ェ
ル
ピ
ア

■
募
集
数
　
20
組
程
度

※
左
記
に
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
電
子
申
請
有
り
。

■
参
加
費
　
無
料

■
申
込
期
限
　
８
月
21
日
㈬

問
健
康
保
険
課
健
康
支
援
係

　
☎
㉔
３
０
０
０
（
ウ
ェ
ル
ピ
ア
内
）

後
期
高
齢
者
訪
問
健
康
・
栄
養
相
談

専
門
知
識
の
あ
る
健
康
相
談
員
（
保
健
師
・

看
護
師
・
管
理
栄
養
士
）
が
訪
問
し
、
健
康

管
理
や
日
常
生
活
な
ど
の
ア
ド
バ
イ
ス
等
を

行
い
ま
す
。
対
象
者
に
は
案
内
文
を
送
付
し

て
い
ま
す
の
で
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※
詳
細
は
大
分
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
大
分
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

　
☎
０
９
７
‐
５
３
４
‐
１
７
７
１

　
健
康
保
険
課
国
保
・
年
金
係

　
☎
㉒
８
２
７
１
（
市
役
所
１
階
）

福
祉
と
保
育
の
し
ご
と

就
職
フ
ェ
ア

福
祉
、
保
育
・
教
育
分
野
の
資
格
を
保
有

す
る
人
、
将
来
福
祉
、
保
育
・
教
育
分
野

の
仕
事
を
目
指
す
学
生
を
対
象
に
就
職
フ

ェ
ア
を
開
催
し
ま
す
。
予
約
不
要
、
履
歴

書
不
要
、
服
装
自
由
で
す
。
ど
な
た
も
お

気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
と
き
　
８
月
25
日
㈰

　
午
前
９
時
30
分
〜
正
午

■
と
こ
ろ
　
パ
ト
リ
ア
日
田
　
ギ
ャ
ラ

リ
ー
、
ス
タ
ジ
オ
１

※
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
又
は
右
記
二
次

元
コ
ー
ド
か
ら
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
日
田
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
☎
㉔
７
０
２
６

　
こ
ど
も
未
来
課
子
育
て
支
援
係

　
☎
㉒
８
３
１
７
（
市
役
所
１
階
）

　
長
寿
福
祉
課
介
護
保
険
係

　
☎
㉒
８
２
６
４
（
市
役
所
１
階
）

自
死
遺
族
の
つ
ど
い

■
と
き

　
９
月
５
日
㈭
　
午
後
２
時
〜
４
時

■
と
こ
ろ
　
大
分
県
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の

相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
（
大
分
市
）

■
参
加
費
　
無
料

■
申
込
期
限
　
８
月
29
日
㈭

※
申
込
等
詳
細
は
大
分
県
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の

相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問
大
分
県
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
相
談
支
援
セ

ン
タ
ー
☎
０
９
７
‐
５
４
１
‐
６
２
９
０

　
健
康
保
険
課
健
康
支
援
係

　
☎
㉔
３
０
０
０
（
ウ
ェ
ル
ピ
ア
内
）

大
分
県
身
体
障
が
い
者
　
　
　

巡
回
相
談
会

■
と
き
　
９
月
19
日
㈭
　
正
午
〜

■
と
こ
ろ
　
く
す
ま
ち
メ
ル
サ
ン
ホ
ー
ル

■
相
談
内
容

・
肢
体
不
自
由
者
に
対
す
る
補
装
具
費
の

支
給
要
否
判
定
及
び
適
合
判
定

・
そ
の
他
身
体
障
が
い
者
に
係
る
各
種
制

度
等
の
総
合
的
な
相
談

■
申
込
方
法

　
電
話
、
窓
口
で
の
申
込
み
（
先
着
順
）

■
申
込
期
限
　
8
月
30
日
㈮

■
参
加
費
　
無
料

問
社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
係

　
☎
㉒
８
２
９
０
（
市
役
所
１
階
）

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を

活
用
し
て
み
ま
せ
ん
か

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
は
新
薬
と
同
じ
有

効
成
分
、
同
じ
効
能
・
効
果
を
も
つ
医
薬

品
で
、
新
薬
に
比
べ
て
低
価
格
で
手
に
入

れ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
自
己
負
担
の
軽

減
に
も
つ
な
が
る
た
め
、
診
察
の
時
に
医

師
や
薬
剤
師
に
相
談
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

※
詳
細
は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
健
康
保
険
課
国
保
・
年
金
係

　
☎
㉒
８
２
７
１
（
市
役
所
１
階
）

旧
優
生
保
護
法
相
談
窓
口
設
置

昭
和
23
年
９
月
11
日
か
ら
平
成
８
年
９
月

25
日
ま
で
の
間
に
優
生
手
術
な
ど
を
受
け

た
人
に
は
「
旧
優
生
保
護
法
一
時
金
支
給

法
」
に
基
づ
き
、
国
か
ら
一
時
金
が
支
給

さ
れ
ま
す
。
大
分
県
で
は
、
不
妊
手
術
を

受
け
た
人
等
の
問
い
合
わ
せ
に
対
応
す
る

相
談
窓
口
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
　

■
旧
優
生
保
護
法
相
談
窓
口

　
大
分
県
旧
優
生
保
護
相
談
窓
口
（
大
分

県
健
康
づ
く
り
支
援
課
）

　
☎
０
９
７
‐
５
０
６
‐
２
７
６
０

　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く
。

問
健
康
保
険
課
健
康
支
援
係

　
☎
㉔
３
０
０
０
（
ウ
ェ
ル
ピ
ア
内
）

第
25
回
　
ひ
た
三
隈
川
鮎
ま
つ
り

■
と
き
　
８
月
18
日
㈰

■
と
こ
ろ
　
竹
田
公
園
内

■
内
容
　
チ
ビ
ッ
子
鮎
つ
か
み
取
り
大
会

・
１
回
目
　
午
前
11
時
〜

※
幼
児
・
小
学
校
低
学
年
対
象
。

・
２
回
目
　
午
後
１
時
〜

※
小
学
校
高
学
年
対
象
。

問
三
隈
川
観
光
開
発
㈱

　
☎
㉔
０
４
２
０

　
観
光
課
観
光
企
画
係

　
☎
㉒
８
２
１
０
（
市
役
所
３
階
）

通
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

フ
ェ
ン
シ
ン
グ
競
技
国
際
合
同
キ
ャ
ン
プ

の
通
訳
を
募
集
し
ま
す
。

■
と
き

　
９
月
９
日
㈪
〜
19
日
㈭
（
予
定
）

　
午
前
９
時
〜
午
後
７
時
（
休
憩
有
り
）

■
と
こ
ろ

　
日
田
市
総
合
体
育
館
な
ど

■
必
要
な
外
国
語

　
英
語
・
ロ
シ
ア
語
（
日
常
会
話
程
度
）

■
申
込
期
限
　
８
月
９
日
㈮

※
詳
細
は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係

　
☎
㉒
８
４
４
２
（
市
役
所
別
館
２
階
）

高
等
学
校
等
予
約
奨
学
生

令
和
２
年
４
月
に
高
等
学
校
等
に
進
学
を

希
望
し
て
い
る
人
を
対
象
に
予
約
奨
学
生

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

■
募
集
期
間
　
９
月
中
旬
ま
で

■
貸
与
期
間
　
令
和
２
年
４
月
か
ら
在
学

す
る
学
校
の
正
規
の
標
準
修
業
年
限
の

終
わ
る
月
ま
で

■
貸
与
月
額

・
国
、
公
立

　
９
０
０
０
円
〜
２
３
０
０
０
円

・
私
立

　
１
５
０
０
０
円
〜
３
５
０
０
０
円

※
申
込
等
詳
細
は
大
分
県
奨
学
会
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問
（
公
財
）
大
分
県
奨
学
会

　
☎
０
９
７
‐
５
０
６
‐
５
６
２
０

　
教
育
総
務
課
総
務
企
画
係

　
☎
㉒
８
２
３
４
（
市
役
所
別
館
３
階
）

簿
記
講
座
開
催

仕
事
に
生
か
せ
る
知
識
や
資
格
取
得
に
向

け
て
勉
強
し
た
い
と
い
う
人
の
た
め
に

「
日
商
簿
記
３
級
受
験
対
策
講
座
」
を
開

催
し
ま
す
。

■
と
き

　
９
月
10
日
㈫
〜
11
月
14
日
㈭

　
毎
週
火
・
木
曜
日
　
全
18
回

　
午
後
７
時
〜
９
時

※
10
月
10
日
㈭
・
10
月
31
日
㈭
を
除
く
。

■
と
こ
ろ

　
日
田
商
工
会
館
４
階
　
議
員
サ
ロ
ン

■
受
講
料
　
３
０
０
０
円

※
テ
キ
ス
ト
代
込
み
。

■
募
集
数
　
15
人

■
申
込
方
法
　
日
田
商
工
会
議
所
窓
口
で

受
講
料
を
添
え
て
申
込
み

■
申
込
期
限
　
８
月
23
日
㈮

問
日
田
商
工
会
議
所
☎
㉒
３
１
８
４

　
商
工
労
政
課
雇
用
・
労
働
環
境
係

　
☎
㉒
８
２
３
９
（
市
役
所
３
階
）

就
学
義
務
猶
予
免
除
者
等
の

中
学
校
卒
業
程
度
認
定
試
験

中
学
校
卒
業
程
度
認
定
試
験
と
は
、
病
気

な
ど
の
や
む
を
得
な
い
事
由
に
よ
っ
て
保

護
者
が
義
務
教
育
諸
学
校
に
就
学
さ
せ
る

義
務
を
猶
予
、
又
は
免
除
さ
れ
た
子
供
等

に
対
し
、
中
学
校
卒
業
程
度
の
学
力
が
あ

る
か
ど
う
か
を
認
定
す
る
た
め
に
国
が
行

う
試
験
で
す
。
合
格
者
に
は
高
等
学
校
の

入
学
資
格
が
与
え
ら
れ
ま
す
。

■
と
き
　
10
月
24
日
㈭

■
受
験
案
内
配
布
期
限

　
９
月
６
日
㈮

※
願
書
は
県
教
育
委
員
会
で
配
布
。

■
出
願
期
間

　
８
月
19
日
㈪
〜
９
月
６
日
㈮

　
（
当
日
消
印
有
効
）

※
受
験
資
格
等
詳
細
は
文
部
科
学
省
総
合
教
育

政
策
局
生
涯
学
習
推
進
課
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問
文
部
科
学
省
総
合
教
育
政
策
局
生
涯
学

習
推
進
課
認
定
試
験
第
一
、
二
係

　
☎
０
３
‐
５
２
５
３
‐
４
１
１
１

大
分
県
教
育
庁
社
会
教
育
課

☎
０
９
７
‐
５
０
６
‐
５
５
２
６

社
会
教
育
課
生
涯
学
習
推
進
係

☎
㉒
６
８
６
８
（
ア
オ
ー
ゼ
内
）

ひ
た 

い
け
べ 

夏
祭
り

焼
き
鳥
、
か
き
氷
な
ど
の
出
店
や
バ
ン
ド

演
奏
、
抽
選
会
等
を
行
い
ま
す
。

□
と
き
・
と
こ
ろ

　
８
月
12
日
㈷
　
午
後
４
時
〜
９
時
30
分

　
池
辺
町
公
民
館

※
雨
天
決
行
。

問
池
辺
町
お
祭
り
実
行
委
員
会
（
高
瀬
）

　
☎
０
９
０
‐
６
２
９
６
‐
７
５
１
３

第
40
回
中
津
江
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
Ｄ
ａ
ｙ
ｓ

40
回
目
を
祝
う
音
楽
漬
け
の
２
日
間
。

□
と
き
・
出
演
者

・
８
月
17
日
㈯

　
午
後
１
時
〜
６
時

　
ハ
ル
、
梶
原
バ
ン
ド
、
べ
す
ぱ
　
他

・
８
月
18
日
㈰

　
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

　
中
川
五
郎
、
ム
ー
ニ
ー
＆
ピ
ス
ト
ル
パ

ッ
キ
ン
マ
マ
、
瀬
戸
バ
ン
ド
　
他

□
と
こ
ろ

　
中
津
江
村
栃
原
グ
ラ
ウ
ン
ド
特
設
会
場

※
詳
細
は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
う
た
う
村
実
行
委
員
会
☎
㉔
８
０
８
１

大
分
県
日
田
は
ぎ
の
園
納
涼
盆
踊
り
大
会

か
き
氷
の
配
布
や
抽
選
会
を
し
ま
す
。

□
と
き
・
と
こ
ろ

　
８
月
22
日
㈭
　
午
後
７
時
〜
９
時

　
大
分
県
日
田
は
ぎ
の
園

※
雨
天
決
行
。

問
盆
踊
り
実
行
委
員
会
☎
㉔
３
５
０
８
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こころちゃん

原
爆
死
没
者
・
戦
没
者
の

慰
霊
と
平
和
祈
念
の
黙
と
う
を

広
島
、
長
崎
に
原
爆
が
投
下
さ
れ
て
、
今

年
で
74
年
を
迎
え
ま
す
。
市
で
は
、
原
爆

死
没
者
、
戦
没
者
の
霊
を
慰
め
、
世
界
恒

久
平
和
の
実
現
を
祈
念
す
る
た
め
「
広

島
・
長
崎
に
原
爆
が
投
下
さ
れ
た
日
時
」

と
「
戦
没
者
を
追
悼
し
平
和
を
祈
念
す
る

日
」
に
サ
イ
レ
ン
を
１
分
間
鳴
ら
し
ま

す
。
職
場
や
家
庭
等
で
敬
け
ん
な
黙
と
う

を
お
願
い
し
ま
す
。

※
サ
イ
レ
ン
の
前
に
「
事
前
案
内
放
送
」
を
行

い
ま
す
。

■
と
き

　
８
月
６
日
㈫
　
午
前
８
時
15
分
（
広
島
）

　
８
月
９
日
㈮
　
午
前
11
時
２
分
（
長
崎
）

　
８
月
15
日
㈭
　
正
午
（
終
戦
の
日
）

「
非
核
・
平
和
図
書
」
の
活
用
を

淡
窓
図
書
館
で
は
、
非
核
や
平
和
に
関
す

る
図
書
を
貸
し
出
し
て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ

ご
活
用
く
だ
さ
い
。

問
総
務
課
行
政
係
　

　
☎
㉒
８
２
０
１
（
市
役
所
４
階
）

　
淡
窓
図
書
館
☎
㉒
２
４
９
７

清
掃
セ
ン
タ
ー
お
盆
前
の
開
設
日

清
掃
セ
ン
タ
ー
で
は
、
毎
月
第
３
日
曜
日

を
開
設
日
と
し
て
い
ま
す
が
、
８
月
は
お

盆
前
の
８
月
11
日
を
「
開
設
日
」
と
し
ま

す
（
有
料
）
。
な
お
、
大
山
町
の
最
終
処

分
場
は
開
設
し
ま
せ
ん
の
で
「
埋
め
立
て

ご
み
」
が
あ
る
場
合
は
清
掃
セ
ン
タ
ー
に

持
ち
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
開
設
日
　
８
月
11
日
㈰

　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
４
時

※
正
午
〜
午
後
１
時
ま
で
は
昼
休
み
で
す
。

※
８
月
の
第
３
日
曜
日
は
開
設
し
ま
せ
ん
。

■
対
象
　
家
庭
ご
み
及
び
事
業
系
ご
み
　

（
許
可
業
者
搬
入
可
）
　
　
　
　

※
分
別
方
法
は
ご
み
分
別
辞
典
又
は
ご
み
収
集

日
程
表
の
裏
（
分
け
方
・
出
し
方
）
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

問
清
掃
セ
ン
タ
ー
☎
㉓
０
１
１
１

令
和
２
年
日
田
市
成
人
式

■
と
き
　
令
和
２
年
１
月
12
日
㈰

　
式
典
　
午
前
11
時
〜

　
（
受
付
　
午
前
10
時
〜
）

■
と
こ
ろ
　
パ
ト
リ
ア
日
田
　
大
ホ
ー
ル

■
対
象
　
平
成
11
年
４
月
２
日
〜
平
成
12

年
４
月
１
日
に
生
ま
れ
た
人

※
日
田
市
の
住
民
基
本
台
帳
に
登
録
さ
れ
て
い

る
人
に
は
12
月
上
旬
に
案
内
を
送
付
し
ま

す
。
日
田
市
の
住
民
基
本
台
帳
に
登
録
さ
れ

て
い
な
い
人
で
参
加
を
希
望
す
る
人
は
、
下

記
に
申
込
み
が
必
要
で
す
。

※
電
子
申
請
有
り
。

成
人
式
式
典
で
行
う
司
会
者
や
ス
テ
ー
ジ

発
表
者
な
ど
を
募
集
し
ま
す

■
募
集
内
容

・
司
会
者
　
２
人

・
二
十
歳
の
決
意
発
表
　
２
人
（
新
成
人

と
し
て
の
決
意
を
発
表
）

・
ピ
ア
ノ
演
奏
　
１
人
（
ス
タ
イ
ン
ウ
ェ

イ
ピ
ア
ノ
で
の
国
歌
・
市
歌
の
伴
奏
及

び
演
奏
）

・
ス
テ
ー
ジ
発
表
　
１
組

※
国
や
県
内
で
活
躍
し
て
い
る
個
人
又
は
グ
ル
ー

プ
で
、
式
典
に
適
し
た
発
表
を
し
て
い
た
だ

け
る
人
を
募
集
し
ま
す
。

※
電
子
申
請
有
り
。

■
申
込
期
限
　
９
月
13
日
㈮

問
〒
８
７
７
‐
０
０
０
３

　
上
城
内
町
２
‐
６

　
社
会
教
育
課
生
涯
学
習
推
進
係

　
☎
㉒
６
８
６
８
（
ア
オ
ー
ゼ
内
）
　

　
　
㉒
６
８
６
９

全
国
家
計
構
造
調
査
に
ご
協
力
を

９
月
か
ら
11
月
ま
で
の
３
か
月
間
で
「
全

国
家
計
構
造
調
査
」
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

こ
の
調
査
は
、
家
計
に
お
け
る
消
費
、
所

得
、
資
産
等
の
実
態
を
総
合
的
に
把
握

し
、
全
国
や
地
域
別
に
明
ら
か
に
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
、
選
定
さ
れ
た
世
帯
を

対
象
に
行
わ
れ
ま
す
。

調
査
の
対
象
と
な
る
世
帯
に
は
、
８
月
か

ら
９
月
に
か
け
て
身
分
証
を
携
行
し
た
調

査
員
が
伺
い
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
調
査
票
に
記
入
さ
れ
た
内
容
は
統
計
作
成
の

目
的
以
外
に
使
用
し
ま
せ
ん
。

問
情
報
統
計
課
情
報
・
統
計
係

　
☎
㉒
８
２
６
０
（
市
役
所
６
階
）

出
張
え
ん
む
す
部

県
が
提
供
す
る
１
対
１
の
お
見
合
い
で
、

会
員
登
録
が
で
き
ま
す
。

■
と
き
　
８
月
18
日
㈰
・
９
月
８
日
㈰
　

午
前
11
時
〜
午
後
５
時

■
と
こ
ろ
　
ア
オ
ー
ゼ
２
階

　
第
３
会
議
室

■
業
務
内
容

・
お
見
合
い
会
員
登
録

・
お
相
手
検
索

※
事
前
申
込
み
が
必
要
で
す
。

※
申
込
等
詳
細
は
Ｏ
Ｉ
Ｔ
Ａ
え
ん
む
す
部
出
会
い

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
又
は
上

記
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
Ｏ
Ｉ
Ｔ
Ａ
え
ん
む
す
部
出
会
い
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
　 oita-enm

usubu.com

　
☎
０
９
７
‐
５
７
８
‐
７
７
７
７
　

　
ひ
た
暮
ら
し
推
進
室
移
住
促
進
係

　
☎
㉒
８
３
８
３
（
市
役
所
６
階
）

【
予
約
制
】
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

時
間
外
に
受
け
取
り
で
き
ま
す

■
と
き
　
８
月
16
日
㈮

　
午
後
５
時
〜
７
時
30
分

■
と
こ
ろ
　
市
役
所
１
階
　
市
民
課

※
北
側
玄
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
申
込
期
限
　
８
月
15
日
㈭
　
正
午

※
原
則
予
約
制
で
す
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
以
外
の

各
種
証
明
書
等
の
交
付
は
行
い
ま
せ
ん
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
お
問
い
合
わ
せ
ダ
イ
ヤ
ル

　
☎
㉒
８
３
０
３
（
市
役
所
１
階
）

「
パ
ス
ポ
ー
ト
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

申
請
書
」
の
活
用
を

パ
ス
ポ
ー
ト
の
申
請
書
を
市
役
所
に
取
り

に
行
か
な
く
て
も
、
自
宅
の
パ
ソ
コ
ン
を

利
用
し
て
申
請
書
の
作
成
が
行
え
ま
す
。

（
電
子
申
請
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）

必
要
事
項
を
入
力
・
印
刷
し
、
所
持
人
自

書
等
を
手
書
き
し
て
必
要
書
類
と
一
緒
に

市
民
課
窓
口
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
申
請
書
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
検
索
「
パ
ス
ポ
ー
ト
申
請
書
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
」
（
外
務
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
）
で
入
手
で

き
ま
す
。

問
市
民
課
窓
口
サ
ー
ビ
ス
係

　
☎
㉒
８
２
０
４
（
市
役
所
１
階
）

行
政
資
料
コ
ー
ナ
ー
の
活
用
を

市
役
所
１
階
に
行
政
資
料
コ
ー
ナ
ー
を
設

置
し
て
い
ま
す
。
市
の
総
合
計
画
を
は
じ

め
、
各
種
計
画
書
や
予
算
書
、
市
政
に
関

す
る
刊
行
物
や
市
議
会
会
議
録
な
ど
、
ど

な
た
で
も
自
由
に
閲
覧
・
コ
ピ
ー
が
で
き

ま
す
。
お
気
軽
に
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

※
コ
ピ
ー
は
有
料
で
す
。

問
総
務
課
行
政
係
（
３
日
以
内
窓
口
）

　
☎
㉒
８
２
３
３
（
市
役
所
１
階
）

　児
童
扶
養
手
当
・
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費

助
成
・
特
別
児
童
扶
養
手
当
受
給
資
格
の

現
況
届
は
８
月
中
に
提
出
を

現
在
、
児
童
扶
養
手
当
・
ひ
と
り
親
家
庭
等

医
療
費
助
成
・
特
別
児
童
扶
養
手
当
を
受
給

し
て
い
る
人
に
は
「
現
況
届
の
お
知
ら
せ
」

を
送
付
し
ま
す
の
で
、
指
定
さ
れ
た
日
時
・

場
所
で
届
出
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

※
届
出
を
行
わ
な
い
場
合
、
引
き
続
き
受
給
資

格
が
あ
っ
て
も
、
11
月
以
降
の
受
給
が
で
き

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

①
児
童
扶
養
手
当

父
又
は
母
と
生
計
を
一
緒
に
し
て
い
な
い

児
童
（
18
歳
に
達
し
た
日
以
降
の
最
初
の

３
月
31
日
を
迎
え
る
ま
で
）
を
養
育
し
て

い
る
家
庭
（
以
下
「
ひ
と
り
親
家
庭
」
）

に
支
給
さ
れ
る
手
当
。

次
の
条
件
に
当
て
は
ま
る
児
童
を
扶
養
・

養
育
す
る
父
、
母
又
は
そ
の
養
父
母
等
に

支
給
さ
れ
ま
す
。

・
父
母
が
離
婚
し
た
児
童

・
父
又
は
母
が
死
亡
し
た
児
童

・
父
又
は
母
が
重
度
の
障
が
い
の
状
態
に

あ
る
児
童

・
父
又
は
母
に
一
年
以
上
遺
棄
さ
れ
て
い

る
児
童

・
婚
姻
に
よ
ら
な
い
で
生
ま
れ
た
児
童
　

・
父
又
は
母
が
裁
判
所
か
ら
の
Ｄ
Ｖ
保
護

命
令
を
受
け
た
児
童

②
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費
助
成

ひ
と
り
親
家
庭
の
親
と
児
童
及
び
父
母
の
い

な
い
児
童
の
医
療
費
を
助
成
す
る
制
度
。

※
児
童
扶
養
手
当
と
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費

の
両
方
を
受
給
し
て
い
る
人
は
、
一
緒
に
届

出
を
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
児
童
扶
養
手

当
と
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費
助
成
は
、
所

得
制
限
が
あ
り
ま
す
。

③
特
別
児
童
扶
養
手
当

心
身
に
障
が
い
が
あ
り
、
日
常
生
活
で
常

に
介
護
を
必
要
と
す
る
満
20
歳
未
満
の
児

童
を
養
育
す
る
人
に
支
給
さ
れ
る
手
当
。

※
対
象
児
童
が
施
設
に
入
所
し
て
い
る
場
合
や

障
が
い
を
理
由
に
年
金
を
受
給
で
き
る
場
合

は
、
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
手
当
額

は
障
が
い
の
程
度
や
所
得
で
決
定
し
ま
す
。

問
①
・
②
こ
ど
も
未
来
課
家
庭
支
援
係

　
☎
㉒
８
２
９
２
（
市
役
所
１
階
）

　
③
社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
係

　
☎
㉒
８
２
９
０
（
市
役
所
１
階
）

８
月
は
児
童
扶
養
手
当
の
支
給
月

４
月
か
ら
７
月
ま
で
の
児
童
扶
養
手
当
を

８
月
９
日
㈮
に
振
り
込
み
ま
す
の
で
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

※
振
り
込
み
の
時
間
は
金
融
機
関
に
よ
っ
て
異

な
り
ま
す
。

問
こ
ど
も
未
来
課
家
庭
支
援
係

　
☎
㉒
８
２
９
２
（
市
役
所
１
階
）

８
月
は
特
別
障
害
者
手
当
・

障
害
児
福
祉
手
当
の
支
給
月

５
月
か
ら
７
月
ま
で
の
特
別
障
害
者
手

当
・
障
害
児
福
祉
手
当
を
８
月
９
日
㈮
に

振
り
込
み
ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※
次
の
よ
う
な
場
合
は
手
当
が
支
給
で
き
な
く

な
り
ま
す
の
で
、
左
記
に
必
ず
届
け
出
て
く

だ
さ
い
。

・
受
給
者
が
死
亡
又
は
市
外
に
転
出
し
た
。

・
病
院
等
（
診
療
所
及
び
介
護
老
人
保
健
施
設
を

含
む
）
に
３
か
月
以
上
継
続
し
て
入
院
し
た
。

・
福
祉
施
設
（
介
護
老
人
福
祉
施
設
や
障
が
い

者
支
援
施
設
な
ど
）
に
入
所
し
た
。

問
社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
係

　
☎
㉒
８
２
９
０
（
市
役
所
１
階
）

〜
日
田
市
地
域
療
育
セ
ミ
ナ
ー
〜

発
達
障
が
い
講
演
会

■
と
き

　
８
月
17
日
㈯
　
午
後
１
時
〜
３
時

■
と
こ
ろ
　
市
役
所
７
階
　
大
会
議
室

■
講
師

　
大
分
こ
ど
も
医
療
セ
ン
タ
ー
医
師

　
三
ケ
田
智
弘 

氏

■
演
題
　
ネ
ッ
ト
依
存
に
つ
い
て

　
〜
い
ま
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
〜

■
参
加
費
　
無
料

問
社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
係

　
☎
㉒
８
２
９
０
（
市
役
所
１
階
）

た
ま
ご
学
級
参
加
者
募
集

妊
娠
中
の
不
安
を
解
消
す
る
た
め
の
出
産

準
備
・
育
児
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

①
と
き
　
８
月
23
日
㈮

　
内
容
　
妊
娠
中
の
歯
科
と
栄
養
に
つ
い
て

②
と
き
　
８
月
30
日
㈮
　

　
内
容
　
赤
ち
ゃ
ん
の
お
風
呂
の
入
れ

方
、
お
父
さ
ん
の
妊
婦
体
験

③
と
き
　
９
月
６
日
㈮

　
内
容
　
助
産
師
か
ら
の
お
話
、
産
後
の

サ
ポ
ー
ト

※
時
間
は
、
①
・
③
は
午
後
７
時
〜
８
時
30

分
。
②
は
午
後
７
時
〜
９
時
。

　
（
受
付
は
午
後
６
時
30
分
か
ら
）

■
と
こ
ろ
　
ウ
ェ
ル
ピ
ア

■
募
集
数
　
20
組
程
度

※
左
記
に
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
電
子
申
請
有
り
。

■
参
加
費
　
無
料

■
申
込
期
限
　
８
月
21
日
㈬

問
健
康
保
険
課
健
康
支
援
係

　
☎
㉔
３
０
０
０
（
ウ
ェ
ル
ピ
ア
内
）

後
期
高
齢
者
訪
問
健
康
・
栄
養
相
談

専
門
知
識
の
あ
る
健
康
相
談
員
（
保
健
師
・

看
護
師
・
管
理
栄
養
士
）
が
訪
問
し
、
健
康

管
理
や
日
常
生
活
な
ど
の
ア
ド
バ
イ
ス
等
を

行
い
ま
す
。
対
象
者
に
は
案
内
文
を
送
付
し

て
い
ま
す
の
で
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※
詳
細
は
大
分
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
大
分
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

　
☎
０
９
７
‐
５
３
４
‐
１
７
７
１

　
健
康
保
険
課
国
保
・
年
金
係

　
☎
㉒
８
２
７
１
（
市
役
所
１
階
）

福
祉
と
保
育
の
し
ご
と

就
職
フ
ェ
ア

福
祉
、
保
育
・
教
育
分
野
の
資
格
を
保
有

す
る
人
、
将
来
福
祉
、
保
育
・
教
育
分
野

の
仕
事
を
目
指
す
学
生
を
対
象
に
就
職
フ

ェ
ア
を
開
催
し
ま
す
。
予
約
不
要
、
履
歴

書
不
要
、
服
装
自
由
で
す
。
ど
な
た
も
お

気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
と
き
　
８
月
25
日
㈰

　
午
前
９
時
30
分
〜
正
午

■
と
こ
ろ
　
パ
ト
リ
ア
日
田
　
ギ
ャ
ラ

リ
ー
、
ス
タ
ジ
オ
１

※
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
又
は
右
記
二
次

元
コ
ー
ド
か
ら
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
日
田
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
☎
㉔
７
０
２
６

　
こ
ど
も
未
来
課
子
育
て
支
援
係

　
☎
㉒
８
３
１
７
（
市
役
所
１
階
）

　
長
寿
福
祉
課
介
護
保
険
係

　
☎
㉒
８
２
６
４
（
市
役
所
１
階
）

自
死
遺
族
の
つ
ど
い

■
と
き

　
９
月
５
日
㈭
　
午
後
２
時
〜
４
時

■
と
こ
ろ
　
大
分
県
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の

相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
（
大
分
市
）

■
参
加
費
　
無
料

■
申
込
期
限
　
８
月
29
日
㈭

※
申
込
等
詳
細
は
大
分
県
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の

相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問
大
分
県
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
相
談
支
援
セ

ン
タ
ー
☎
０
９
７
‐
５
４
１
‐
６
２
９
０

　
健
康
保
険
課
健
康
支
援
係

　
☎
㉔
３
０
０
０
（
ウ
ェ
ル
ピ
ア
内
）

大
分
県
身
体
障
が
い
者
　
　
　

巡
回
相
談
会

■
と
き
　
９
月
19
日
㈭
　
正
午
〜

■
と
こ
ろ
　
く
す
ま
ち
メ
ル
サ
ン
ホ
ー
ル

■
相
談
内
容

・
肢
体
不
自
由
者
に
対
す
る
補
装
具
費
の

支
給
要
否
判
定
及
び
適
合
判
定

・
そ
の
他
身
体
障
が
い
者
に
係
る
各
種
制

度
等
の
総
合
的
な
相
談

■
申
込
方
法

　
電
話
、
窓
口
で
の
申
込
み
（
先
着
順
）

■
申
込
期
限
　
8
月
30
日
㈮

■
参
加
費
　
無
料

問
社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
係

　
☎
㉒
８
２
９
０
（
市
役
所
１
階
）

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を

活
用
し
て
み
ま
せ
ん
か

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
は
新
薬
と
同
じ
有

効
成
分
、
同
じ
効
能
・
効
果
を
も
つ
医
薬

品
で
、
新
薬
に
比
べ
て
低
価
格
で
手
に
入

れ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
自
己
負
担
の
軽

減
に
も
つ
な
が
る
た
め
、
診
察
の
時
に
医

師
や
薬
剤
師
に
相
談
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

※
詳
細
は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
健
康
保
険
課
国
保
・
年
金
係

　
☎
㉒
８
２
７
１
（
市
役
所
１
階
）

旧
優
生
保
護
法
相
談
窓
口
設
置

昭
和
23
年
９
月
11
日
か
ら
平
成
８
年
９
月

25
日
ま
で
の
間
に
優
生
手
術
な
ど
を
受
け

た
人
に
は
「
旧
優
生
保
護
法
一
時
金
支
給

法
」
に
基
づ
き
、
国
か
ら
一
時
金
が
支
給

さ
れ
ま
す
。
大
分
県
で
は
、
不
妊
手
術
を

受
け
た
人
等
の
問
い
合
わ
せ
に
対
応
す
る

相
談
窓
口
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
　

■
旧
優
生
保
護
法
相
談
窓
口

　
大
分
県
旧
優
生
保
護
相
談
窓
口
（
大
分

県
健
康
づ
く
り
支
援
課
）

　
☎
０
９
７
‐
５
０
６
‐
２
７
６
０

　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く
。

問
健
康
保
険
課
健
康
支
援
係

　
☎
㉔
３
０
０
０
（
ウ
ェ
ル
ピ
ア
内
）

第
25
回
　
ひ
た
三
隈
川
鮎
ま
つ
り

■
と
き
　
８
月
18
日
㈰

■
と
こ
ろ
　
竹
田
公
園
内

■
内
容
　
チ
ビ
ッ
子
鮎
つ
か
み
取
り
大
会

・
１
回
目
　
午
前
11
時
〜

※
幼
児
・
小
学
校
低
学
年
対
象
。

・
２
回
目
　
午
後
１
時
〜

※
小
学
校
高
学
年
対
象
。

問
三
隈
川
観
光
開
発
㈱

　
☎
㉔
０
４
２
０

　
観
光
課
観
光
企
画
係

　
☎
㉒
８
２
１
０
（
市
役
所
３
階
）

通
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

フ
ェ
ン
シ
ン
グ
競
技
国
際
合
同
キ
ャ
ン
プ

の
通
訳
を
募
集
し
ま
す
。

■
と
き

　
９
月
９
日
㈪
〜
19
日
㈭
（
予
定
）

　
午
前
９
時
〜
午
後
７
時
（
休
憩
有
り
）

■
と
こ
ろ

　
日
田
市
総
合
体
育
館
な
ど

■
必
要
な
外
国
語

　
英
語
・
ロ
シ
ア
語
（
日
常
会
話
程
度
）

■
申
込
期
限
　
８
月
９
日
㈮

※
詳
細
は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係

　
☎
㉒
８
４
４
２
（
市
役
所
別
館
２
階
）

高
等
学
校
等
予
約
奨
学
生

令
和
２
年
４
月
に
高
等
学
校
等
に
進
学
を

希
望
し
て
い
る
人
を
対
象
に
予
約
奨
学
生

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

■
募
集
期
間
　
９
月
中
旬
ま
で

■
貸
与
期
間
　
令
和
２
年
４
月
か
ら
在
学

す
る
学
校
の
正
規
の
標
準
修
業
年
限
の

終
わ
る
月
ま
で

■
貸
与
月
額

・
国
、
公
立

　
９
０
０
０
円
〜
２
３
０
０
０
円

・
私
立

　
１
５
０
０
０
円
〜
３
５
０
０
０
円

※
申
込
等
詳
細
は
大
分
県
奨
学
会
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問
（
公
財
）
大
分
県
奨
学
会

　
☎
０
９
７
‐
５
０
６
‐
５
６
２
０

　
教
育
総
務
課
総
務
企
画
係

　
☎
㉒
８
２
３
４
（
市
役
所
別
館
３
階
）

簿
記
講
座
開
催

仕
事
に
生
か
せ
る
知
識
や
資
格
取
得
に
向

け
て
勉
強
し
た
い
と
い
う
人
の
た
め
に

「
日
商
簿
記
３
級
受
験
対
策
講
座
」
を
開

催
し
ま
す
。

■
と
き

　
９
月
10
日
㈫
〜
11
月
14
日
㈭

タ
ウ
ン
情
報

人権コラム　　心、豊かに

好き嫌いではない ～食物アレルギー～

　「好き嫌いをしてはいけない」と子供の頃に
言われたことがある人が多いのではないでしょ
うか。確かに、偏った食事は成長や健康に影響
を与えます。しかし、単純な好き嫌いで「食べ
ない」のではなく食物アレルギーのため「食べ
られない」という場合もあるのです。現在日本
では、約２人に１人は何らかのアレルギー疾患
を持っているとされており、その中で食物アレ
ルギーは体質やアレルギー源の種類によって最
悪の場合死に至ることもあります。
　平成13年から食品の表示に食品に含まれるア
レルギー物質を明記することが義務付けられ、
自分で食品を選ぶ際にはアレルギー源を避けら
れるようになりました。しかし、親戚やご近所
の集まり、職場の同僚と食事をする際は、アレ
ルギー源を避けようとしても周囲の理解がない
と「好き嫌いをしている」という偏見の目で見
られたり、食べることを強いられたりしてしま
う場合があるのです。
　アレルギー疾患対策を総合的に推進すること
を目的に、平成26年に施行された「アレルギー
疾患対策基本法」の中でも国民の責務とし
て「国民は、アレルギー疾患に関する正しい知
識を持ち、アレルギー疾患の重症化の予防及び
症状の軽減に必要な注意を払うよう努めるとと
もに、アレルギー疾患を有する者について正し
い理解を深めるよう努めなければならない」と
記載されています。このため、本人が食物アレ
ルギーを持っていると言っているにも関わら
ず、食べることを要求することはもちろ
ん、「好き嫌い」や「わがまま」といった偏見
を持って接してはいけません。食物アレルギー
を持つ人が、アレルギー源である食品を避ける
ことは当然のことです。しかし、普段の生活で
誰が食物アレルギーを持っているか見分けるこ
とは困難です。日頃から一緒に食事をする人が
アレルギーを持っていないか「何か食べられな
いものある？」と一言聞いてみることが、楽し
い食事にするために必要な気遣いなのではない
でしょうか。

問人権啓発センター
　☎㉒８０１７（市役所別館１階）

　
毎
週
火
・
木
曜
日
　
全
18
回

　
午
後
７
時
〜
９
時

※
10
月
10
日
㈭
・
10
月
31
日
㈭
を
除
く
。

■
と
こ
ろ

　
日
田
商
工
会
館
４
階
　
議
員
サ
ロ
ン

■
受
講
料
　
３
０
０
０
円

※
テ
キ
ス
ト
代
込
み
。

■
募
集
数
　
15
人

■
申
込
方
法
　
日
田
商
工
会
議
所
窓
口
で

受
講
料
を
添
え
て
申
込
み

■
申
込
期
限
　
８
月
23
日
㈮

問
日
田
商
工
会
議
所
☎
㉒
３
１
８
４

　
商
工
労
政
課
雇
用
・
労
働
環
境
係

　
☎
㉒
８
２
３
９
（
市
役
所
３
階
）

就
学
義
務
猶
予
免
除
者
等
の

中
学
校
卒
業
程
度
認
定
試
験

中
学
校
卒
業
程
度
認
定
試
験
と
は
、
病
気

な
ど
の
や
む
を
得
な
い
事
由
に
よ
っ
て
保

護
者
が
義
務
教
育
諸
学
校
に
就
学
さ
せ
る

義
務
を
猶
予
、
又
は
免
除
さ
れ
た
子
供
等

に
対
し
、
中
学
校
卒
業
程
度
の
学
力
が
あ

る
か
ど
う
か
を
認
定
す
る
た
め
に
国
が
行

う
試
験
で
す
。
合
格
者
に
は
高
等
学
校
の

入
学
資
格
が
与
え
ら
れ
ま
す
。

■
と
き
　
10
月
24
日
㈭

■
受
験
案
内
配
布
期
限

　
９
月
６
日
㈮

※
願
書
は
県
教
育
委
員
会
で
配
布
。

■
出
願
期
間

　
８
月
19
日
㈪
〜
９
月
６
日
㈮

　
（
当
日
消
印
有
効
）

※
受
験
資
格
等
詳
細
は
文
部
科
学
省
総
合
教
育

政
策
局
生
涯
学
習
推
進
課
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問
文
部
科
学
省
総
合
教
育
政
策
局
生
涯
学

習
推
進
課
認
定
試
験
第
一
、
二
係

　
☎
０
３
‐
５
２
５
３
‐
４
１
１
１

大
分
県
教
育
庁
社
会
教
育
課

☎
０
９
７
‐
５
０
６
‐
５
５
２
６

社
会
教
育
課
生
涯
学
習
推
進
係

☎
㉒
６
８
６
８
（
ア
オ
ー
ゼ
内
）

ひ
た 

い
け
べ 

夏
祭
り

焼
き
鳥
、
か
き
氷
な
ど
の
出
店
や
バ
ン
ド

演
奏
、
抽
選
会
等
を
行
い
ま
す
。

□
と
き
・
と
こ
ろ

　
８
月
12
日
㈷
　
午
後
４
時
〜
９
時
30
分

　
池
辺
町
公
民
館

※
雨
天
決
行
。

問
池
辺
町
お
祭
り
実
行
委
員
会
（
高
瀬
）

　
☎
０
９
０
‐
６
２
９
６
‐
７
５
１
３

第
40
回
中
津
江
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
Ｄ
ａ
ｙ
ｓ

40
回
目
を
祝
う
音
楽
漬
け
の
２
日
間
。

□
と
き
・
出
演
者

・
８
月
17
日
㈯

　
午
後
１
時
〜
６
時

　
ハ
ル
、
梶
原
バ
ン
ド
、
べ
す
ぱ
　
他

・
８
月
18
日
㈰

　
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

　
中
川
五
郎
、
ム
ー
ニ
ー
＆
ピ
ス
ト
ル
パ

ッ
キ
ン
マ
マ
、
瀬
戸
バ
ン
ド
　
他

□
と
こ
ろ

　
中
津
江
村
栃
原
グ
ラ
ウ
ン
ド
特
設
会
場

※
詳
細
は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
う
た
う
村
実
行
委
員
会
☎
㉔
８
０
８
１

大
分
県
日
田
は
ぎ
の
園
納
涼
盆
踊
り
大
会

か
き
氷
の
配
布
や
抽
選
会
を
し
ま
す
。

□
と
き
・
と
こ
ろ

　
８
月
22
日
㈭
　
午
後
７
時
〜
９
時

　
大
分
県
日
田
は
ぎ
の
園

※
雨
天
決
行
。

問
盆
踊
り
実
行
委
員
会
☎
㉔
３
５
０
８

くらしの情報次回の広報ひた８月15日号は、８月16日㈮に発送します。Information ８.１

試
験
・
講
座

イ
ベ
ン
ト
・
募
集
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まちの話題

夏が来たら「夕涼み会」
　７月６日、すぎっ子こども園で「夕涼み会」が開
催され、卒園児や地元住民など約70人が参加した。
可愛い法被に身を包んだ園児たちが踊りを披露した
後、そうめん流しが行われ、勢いよく流れてくるそ
うめんを夢中ですくって食べていた。他にもかき氷
の早食い競争や花火などが行われ、いつもと違う雰
囲気の園内は子供たちの笑顔と歓声で溢れていた。

たくさんとれたよ
　６月17日、ローズヒルあまがせで、五馬保育
園・さかえ保育園の園児によるジャガイモ掘りが行
われた。食育のため自然なままに育てたジャガイモ
のつるを力いっぱい引っ張ると、たくさんのジャガ
イモが土の中から飛び出した。子供たちは、大小
様々な形のジャガイモを手に取ったり、昆虫を見つ
けて楽しんでいた。

交通ルールを守ろう！
　６月11日、いつま小学校で大分県交通安全協会
日田支部が主催する交通安全教室が開催された。今
年は小学１年生８人と、小学３年生６人が対象
で「道路は歩道を歩くこと。自転車は車と同じで道
路の左側を走ること。信号の青は進めではなく、車
が来ていないかよく見てから進むこと」などの指導
を受け、真剣なまなざしで聞いていた。

つんのうち　また寄ろうや！
　６月19日、パトリア日田で移住者交流会が開催
され、20代から70代の移住者33人が参加した。グ
ループごとで日田弁や郷土料理に関するクイズに挑
戦し、１位のグループには軽トラ１台分の堆肥が贈
られた。参加者からは「良い情報交換の場となりと
ても楽しかった」「また参加したい」との声が寄せ
られ、次回の開催を楽しみにしていた。

日田市女性起業家応援プロジェクト始動
 女性起業家を応援する事業のキックオフイベント
が６月26日にパトリア日田で開催され、育児をし
ながら抱っこひも収納カバーを考案・起業した仙田
忍氏によるキーノートスピーチなどが行われた。今
後は８月から10月の間に３つのテーマからなるワ
ークショップ交流会を行い、参加者のビジネスアイ
デアを冊子やＷＥＢ等で紹介することにしている。

地元企業の魅力を知ろう！
　６月22日、総合体育館で高校生対象の「ひた・
くす合同企業説明会」が行われた。生徒と企業が直
接話しをすることで、地元企業の情報や魅力を学
び、希望職種の選択に役立つ説明会となった。各企
業の担当者は仕事のやりがいや求める人物像などを
語り、高校生たちは真剣にメモを取り、自分に向い
ている企業を見極めていた。

日田上津江

天瀬

自分たちの地域は自分たちで守る！
　６月26日、都留自主防災会が自主防災組織研修
会を開催した。防災会は平成26年に発足し、避難
訓練等の活動を行ってきた。しかし、近年の相次ぐ
災害を踏まえ、より地域の実態に合った自主防災組
織に変わっていくために研修を行った。研修会には
上津江町の防災士や消防団員等も参加し、普段から
の心構えや行動などについて真剣に学んでいた。

高齢者の事故を減らすために
　６月21日、老人福祉センターで高齢者を対象と
した「いきいき交通安全体験講座」が行われた。講
座には112人が参加し、３つの体験型講座を受講し
た。参加者からは「交通安全意識がより高まっ
た」「最近の悼まれない事故をきっかけに免許を返
納した」などの声が聞かれ、微笑ましくも真剣な表
情で体験していた。
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まちの話題

お人形がしゃべったよ！
　６月４日、中津江公民館で人形劇「白雪姫と七人
の小人たち」が上演され、観劇した人々を楽しませ
た。この日は、なかつえ保育園とすぎっ子こども園
の園児が一緒に観劇し、いつも以上ににぎやかな雰
囲気の中、人形の動きや様々に変化する舞台に引き
込まれていた。また、地域の住民も訪れ、和やかで
楽しい時間を過ごした。

昔ながらの遊びって楽しい！
　６月24日、津江小・中学校でオープンスクール
が開催され、小学生たちが地域住民から昔ながらの
遊びを楽しく学んだ。生活環境の変化などから、昔
ながらの遊びを行う機会が少なくなっている子供た
ち。世代を越えたこの交流で、熱心に教えてくれる
住民のもと、子供たちはいつもとは違う遊びに夢中
になって楽しんでいた。

命を守るために備えていますか？
　６月２日、大山地区総合防災訓練が実施された。
この訓練は、本格的な梅雨を前に毎年行われてお
り、自主防災組織による避難や関係機関との連携確
認等を目的としている。今年は1,247人が参加し、
自主防災組織ごとに避難経路や役割分担等を確認し
た。また、河川氾濫を想定し、消防団が土のうとブ
ルーシートを使った水防訓練を行った。

甘みたっぷり　真夏の果実
　大分大山町農業協同組合選果場では、ほんのり甘
い香りの中、続々と運び込まれるスモモの出荷作業
がピークを迎えている。今年は天候に恵まれ、小ぶ
りだが糖度が高く、平年より出荷量が多くなる見込
み。独自品種の「大山早生」をはじめ「ローズ」
や「太陽」など生産種類も多く、みずみずしくパリ
ッとした旬のスモモは８月中旬まで出荷が続く。

俊足を目指して
　６月21日、前津江小学校で全校児童対象の走り
方教室が開催された。児童たちはミニハードルなど
を使って、基本的な足の使い方や姿勢などを繰り返
し練習した。この教室は３年ほど前から開催されて
おり、児童は年々足が速くなっている。児童たちは
楽しく授業を受け「できなかったことができるよう
になる」喜びを体感していた。

元気いっぱい　右・左・右
　６月５日、まえつえ保育園で交通安全教室が開催
された。室内には信号機と横断歩道が設置され、道
路で歩く場所や横断歩道の渡り方など、基本的な交
通ルールを学習した。子供たちは手を挙げて、声と
動作を合わせることに苦戦しながらも「右左もう一
度右」と練習を繰り返した。自分の身は自分で守る
ことや交通ルールを守ることの大切さを学んだ。

大山

前津江中津江

ホールインワン
　６月24日、真夏のような青空の下、前津江小学
校で児童と前津江グラウンドゴルフ愛好会との交流
会が行われた。愛好会からは14人が参加し、マイ
ボールやマイスティックを持参していた。この交流
会は打数を競い合うのではなく、地域と児童との繋
がり作りを目的としているため、特別ルールが設け
られた。児童たちは愛好会の人から、スティックの
持ち方やボールの打ち方などを教わりながら「入っ
た」「惜しい」など、各ホールから楽しそうな声が
聞こえた。また、チームメイトの名前を呼び合いな
がら行うグラウンドゴルフは、半世紀の年齢を超え
た楽しい交流会になっていた。

わ　せ
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土日 月 火 水 木 金

８月の休館日（○…休館日）

８
15
22
29

１

27

６
13
20

３
10
17
24

26

５
12
19

７
14
21
2825

４
11
18

30

９
16
23

２

31

図書館に行こう　淡窓図書館☎㉒２４９７　開館時間：午前９時～午後７時（日曜日、祝日は午後６時まで）

地域おこし協力隊活動⑭
地域を盛り上げます！ 今回は上津江振興局に所属している古賀さんを紹介します！

大好き図書館！

おいでよ！
　　おはなし会

□とき
　８月10日㈯　
　午後３時～
　８月24日㈯
　午前11時～
□ところ
　児童コーナー

  

心の架け橋

　両足の障がいで車椅子を利用している人が、求人票
に事務の仕事を見つけたので連絡をしたところ、「車
椅子の人を雇ったことがなく、他の従業員との仕事の
兼ね合いもあるので、難しいかもしれない」と言われ
ました。はっきりと断られたわけではないのですが、
気兼ねし、就職を諦めました。

●不当な差別的取扱い
　今回の事例は、はっきりとした表現を使っていませ
ん。しかし、車椅子を利用している人には「車椅子の
人が就職されては困る」と感じる表現となっており、
結果的に就職を諦めています。正当な理由なく、車椅
子というだけで、就職に関し区別、排除をすることは
差別に当たります。

仕事がしたい～身体障がいの人の事例～

問社会福祉課障害福祉係☎㉒８２９０（市役所１階）

障がいへの理解

Ｈ
Ｉ
Ｔ
Ａ

Ｊ
Ｉ
Ｎ

―
日
田
の
輝
き
人
を
紹
介
し
ま
す
―

新刊情報
イラスト＆図解
知識ゼロでも楽しく読める！
物理のしくみ
川村康文／監修
西東社

一番わかりやすい物理の本。どうして地球は回るの
か？飛行機はどうやって飛んでいる？空はどうして青
いのか？など、身近なことだが仕組みがわからない現
象を、オールカラー・豊富なイラスト＆図解で、丁寧
に解説する。

　平成30年11月に「道の駅せせらぎ郷かみつえ」の振興を目的
に上津江に着任した古賀と申します。昨年、初めて立ち寄った同
道の駅で味わったわさびソフトクリームに感激していたら、次の
日の大分移住フェアで地域おこし協力隊の制度と、道の駅振興担
当募集のことを知り、太宰府市から上津江町に飛び込んできまし
た。前職はスーパーの店員でしたが、以前は福岡のパン屋で７年
程働いていました。その間に調理学校に通い、今はそのときに学
んだ技術と知識で、道の駅で提供する新商品の開発をしていま
す。とはいえまだまだ未熟者、いろんな方々に支えられて少しず
つ形を作っている最中です。道の駅の川辺はとっても涼しいです
よ。是非「涼」を取りに来てください！どうぞよろしくお願いい
たします。

●合理的配慮（それぞれの配慮と対応の仕方の一例）
　障がいのある人がない人と同じように、就職活動が
できるように配慮をすることが大切です。そのため
「車椅子だから」ではなく、まずは「どんな人なの
か、どんな仕事ができるのか」を採用の基準に考えま
す。
　職場環境において「段差がある、車椅子の人が使え
るトイレがない、車椅子が通れるスペースがない」な
どの物理的な課題がある場合は、負担のない範囲で対
応できることを考えることが配慮となります。障がい
者を雇用する場合は、作業施設等を整備するための資
金の助成制度などもありますのでご活用ください。

　夏休みももう半ば。工作や自由研究の内容は決まりまし
たか？こんな時こそ図書館を活用しましょう。
　例えば、こんなことができますよ。

　図書館の本で
　「金魚の貯金箱」を作ってみました
■参考にした本
　「リサイクルで作る小学生の楽しい工作」
　成美堂出版編集部／編　成美堂出版

■作製時のポイント
本の通りだとアイスクリームの空き容器を使いますが、
今回は紙コップで作ってみました。ボンドが固まるのに
少し時間がかかりましたが、うまくできました。

　読書感想画コンクール指定図書・読書感想文
　コンクール課題図書の貸出しについて
８月31日㈯まで、指定図書・課題図書の貸出しはそれぞ
れ１人１冊までです。夏休み後半は貸出し希望者で混み
合いますので、お早めにご利用ください。

み
ん
な
が
ド
キ
ド
キ
わ
く
わ
く
。

た
く
さ
ん
の
思
い
出
が
日
田
愛
に
。

今
号
は
、
子
供
向
け
の
舞
台
鑑
賞
や
体
験
事
業
を
行
う
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
日
田

子
ど
も
劇
場
を
紹
介
し
ま
す
。

▲金魚の貯金箱

◆
子
ど
も
劇
場
の
成
り
立
ち

　
芸
術
活
動
に
触
れ
、
創
造
性

豊
か
な
子
供
が
育
つ
場
を
つ
く

り
た
い
！
と
の
思
い
で
50
年
前

に
全
国
で
始
ま
っ
た
子
ど
も
劇

場
。
最
大
７
０
０
法
人
の
広
が

り
を
見
せ
、
そ
の
思
い
に
共
感

し
、
日
田
子
ど
も
劇
場
も
32
年

前
に
設
立
し
た
。

　
お
母
さ
ん
た
ち
が
中
心
と
な

り
、
年
間
数
回
の
舞
台
鑑
賞
の

企
画
の
ほ
か
、
キ
ャ
ン
プ
や
自

然
体
験
、
バ
ザ
ー
な
ど
を
行

い
、
子
供
の
成
長
を
育
む
場
を

つ
く
っ
て
い
る
。

◆
現
在
の
課
題
は
？

　
「
会
員
数
が
減
っ
て
し
ま
う

と
、
ど
う
し
て
も
舞
台
を
呼
ぶ

資
金
が
不
足
し
て
し
ま
う
の

で
、
運
営
の
工
面
が
大
変
で

す
」
と
事
務
局
の
梶
原
さ
ん
。

日
田
子
ど
も
劇
場
設
立
時
に
は

５
０
０
人
以
上
い
た
会
員
も
、

少
子
化
の
影
響
な
ど
で
現
在
は

１
４
０
人
ほ
ど
に
減
少
。
大
き

な
舞
台
を
見
る
こ
と
が
難
し
く

な
っ
て
い
る
。

◆
み
ん
な
の
居
場
所
に

　
「
み
ん
な
が
ド
キ
ド
キ
わ
く

わ
く
し
な
が
ら
過
ご
し
て
、
た

く
さ
ん
の
楽
し
い
思
い
出
を
作

れ
る
場
所
に
な
っ
て
く
れ
た

ら
」
と
代
表
の
吉
武
さ
ん
は
語

る
。
会
員
の
中
に
は
、
３
世
代

に
わ
た
っ
て
子
ど
も
劇
場
の
活

動
に
参
加
し
て
く
れ
る
人
も
い

る
。
ま
た
、
子
供
だ
け
で
な
く

子
育
て
で
悩
ん
だ
お
母
さ
ん
た

ち
が
気
軽
に
悩
み
を
相
談
で
き

る
場
に
も
な
っ
て
い
る
。

　
共
働
き
世
帯
が
増
え
て
多
忙

な
社
会
の
中
、
世
代
を
超
え
て

つ
な
が
る
場
、
認
め
合
え
る

場
、
未
来
を
担
う
子
供
た
ち
の

成
長
を
地
域
で
見
守
っ
て
い
く

場
を
こ
れ
か
ら
も
作
っ
て
い
き

た
い
。

古賀香織瑠さん
か    お    る

８月４日㈰に舞台演劇、８月17
日㈯・18日㈰にキャンプを予定
しています。興味がある人は下記
にお問い合わせください。
問NPO法人日田子ども劇場☎㉓０１９１
　　hitakodomo＠view.ocn.ne.jp

▲新商品の試行錯誤中
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中央児童館　☎㉗６４０６

日田市の人口
（令和元年６月30日現在） 

■人口　
　65,218人
　（前月比－62人）
・男　30,864人
・女　34,354人
■世帯数
　27,383世帯

　プール遊び　10:30～12:00
　１日㈭、６日㈫、７日㈬、８日㈭
※水遊び用オムツ、タオル、ビニー
　ル袋等を持参してください。
　★チャレンジキッズ（夏休み工作）
　９日㈮　10:30～　※募集数15人。
　リズムの日
　20日㈫　11:00～
　お話し会
　22日㈭、29日㈭　11:00～

９:00～17:30
月曜日休館（祝日開館）

小 …小学生対象 乳 …乳幼児対象

子育てを応援します！
児童館・支援施設　８月の主な催し　　

　移動児童館　10:30～11:30
　７日㈬　東渓小
　８日㈭　いつま小
　ダンシングかえるを作ろう！
　22日㈭　10:30～11:30
　すくすく相談（歯科衛生士による歯科相談）
　30日㈮　10:00～11:30
※母子健康手帳を持参してく
　ださい。
　

９:00～17:30
月・日曜日休館（祝日開館）

９:00～16:30
日曜日、祝日休館

９:00～17:30
月・日曜日休館（祝日開館）

　リズム遊び　７日㈬　10:30～
　お話し会　21日㈬　10:30～
　レクリエーション
　24日㈯　10:30～
　ダンシングかえるを作ろう！
　28日㈬　10:30～
　すくすく相談　29日㈭　10:00～
※母子健康手帳を持参してく
　ださい。

●小学生保育士体験
　８日㈭　10:00～12:00
●お誕生会
　21日㈬　10:00～12:00
●せいまお兄さんとあそぼう！
　27日㈫　10:00～11:00

丸の内子育て支援センター　☎㉓１８９０

★感覚あそび　９日㈮　10:00～
※募集数12世帯。
※材料費がかかる場合があります。
※汚れても良い服装又は水着の準備
　をお願いします。
★夕涼み会
　24日㈯　18:30～
●お誕生会　30日㈮　11:00～
※誕生者は10:45までに来てく
　ださい。

９:30～12:00、13:00～15:30
土・日曜日、祝日休館

チャイルドプラザ　☎㉕５３００

★ママヨガ
　６日㈫　11:00～12:00
★カレンダー作り
　19日㈪　11:00～12:00
●お誕生会
　26日㈪　11:00～12:00
※誕生者は10:30までに来てください。
●身体計測
　29日㈭　11:00～12:00

ひのくま子育て支援センター　☎㉒７５６５

●わらべうたあそび
　５日㈪　10:30～
★そうめん流し
　７日㈬　10:30～
★ベビーマッサージ
　17日㈯　11:00～
●リトミック
　19日㈪　11:30～12:00

乳

乳

乳

小

９:30～12:00、13:00～15:30
土・日曜日、祝日休館

９:00～17:00
金・土曜日休館（祝日開館）

H a p p y
B i r t h d a y

月生まれ８
　10月に誕生日を迎える３歳までの日田市に住所があるお子さんが対象です。
　９月１日までにお申し込みください。（抽選の結果は、当選者のみに連絡します）
※以前、掲載されたお子さんは対象外です。
□はがき
　住所・お子さんの氏名と生年月日・保護者名・昼間の連絡先を記入の上、郵送
□ホームページ
　市ホームページ（電子申請システムのページ）から申込み
□携帯電話　右記の二次元コードから申込み
※申込みの際は、写真を送付する必要はありません。
問〒877-8601（住所記載不要）地方創生推進課シティセールス係☎㉒８６２７（市役所６階）

元気な日田っ子集まれ！

  （１歳・中釣町）

あおい

三笘藍蓮ちゃん
あいと

江田碧人ちゃん
（１歳・南元町）

小

乳

乳

乳

小

 ゆう ひ 
立川佑陽ちゃん
（１歳・若宮町）

れん
二宮苺果ちゃん
（１歳・刃連町）

千代田義仁ちゃん
（１歳・財津町）

あれん がく はると
安達 樂ちゃん
（２歳・山田町）

栗山陽登ちゃん
（２歳・清水町）

江田晴翔ちゃん
（２歳・東町）

はると
梶原 蒼ちゃん
（２歳・日ノ出町）

すずな
太郎良紗南ちゃん
（１歳・夜明関町）

池部 結ちゃん
（１歳・田島本町）

　　　髙倉 蓮ちゃん
（１歳・上手町）

乳

乳

香川麗乃華ちゃん
（２歳・田島町）

り

矢幡一樹ちゃん
（３歳・朝日ヶ丘）

かずき

坂本莉彩ちゃん
（２歳・小迫町）

り
麻生泰志ちゃん
（２歳・丸の内町）

たいし

水谷修大ちゃん
（３歳・中城町）

しゅうた
河津大雅ちゃん
（３歳・中央１丁目）

たいが

  ゆい いちか

よしひと

乳

こう
河津 攻ちゃん
（２歳・前津江町大野）

木山 紘ちゃん
（２歳・吹上町）

こう

かの さ

※★印は事前に予約が必要です。児童館の利用には、年１回
登録申請書（押印必要）を提出してください。松原児童館
（☎52２９２２）は、毎週土曜日のみ開館しています。

天瀬児童館　☎57８９２２

大山児童館　☎52２９０１ まえつえ子育て支援施設　☎53２４０９
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問日田市技能大会実行委員会事務局（商工労政課雇用・労働環境係）
　☎㉒８２３９（市役所３階）

▲銅板レリーフ・ふえ

▲しっくいだんご

■
と
き
　
　午
前
８
時
30
分
〜
（
開
会
式
）

■
と
こ
ろ
　総
合
体
育
館

■
主
な
行
事
内
容

・
技
能
功
労
者
表
彰

・
技
能
競
技

　
（
大
工
、
配
管
、
電
工
、
左
官
、
日
田
共
同
高
等
職
業
訓
練
校
）

・
実
演
、
展
示

　
（
表
具
、
建
具
、
建
築
塗
装
、
建
築
板
金
、
畳
　
他
）

・
苗
の
無
料
配
布

・
の
み
の
市

・
包
丁
研
ぎ
の
サ
ー
ビ
ス
（
正
午
ま
で
）

・
お
た
の
し
み
抽
選
会

■とき
　午前10時～（受付は午前９時30分～）
※定員を超えた場合、午前９時50分から抽選を行います。
■内容
　銅板レリーフ・ふえ、ミニぞうけい、工芸たたみ、
　しっくいだんご、ミニついたて、本立て、ＬＥＤ工作、
　親子で参加子どもto大人の「木であそぼ」
　※募集数20～30人（ただし、ＬＥＤ工作は40人）。

上靴が

必要です

参加
無料

　６月22日・23日の２日間を主日程として、第72
回大分県民体育大会が開催されました。日田市選手
団は、34競技、46種目に596人の選手・役員が参加
し、別府市とは僅か２.５点差の３位という好成績を
収めました。

【優勝】
　ウエイトリフティング、剣道、グラウンド・ゴルフ

第72回大分県民体育大会
日田市チーム
　　　　総合３位！
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